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概
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｜
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滅
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む
す
び
に
か
え
て

一

は
じ
め
に

１

本
稿
の
目
的
と１

）対２
）象３
）

一

本
稿
は
、
オ
ブ
リ
ー
（C

h
a
rles A

U
B
R
Y
,
1803

1878

）

‖
ロ
ー
（C

h
a
rles-F

red
eric R

A
U
,
1803

1877

）
の
『
フ
ラ
ン

ス
民
法
講
義
（C

o
u
rs d

e d
ro
it civ

il fra
n
ça
is

）』

第
四
版
）
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
「
妻
の
法
定
抵

当
権
（h

y
p
o
th
eq
u
e leg

a
le d

e la fem
m
e m

a
riee

）」
の
概
要

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

妻
の
法
定
抵
当
権
と
は
、
一
八
〇
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
（
以

下
「
一
八
〇
四
年
法
」
と
い
う
。）
に
規
定
さ
れ
る
、
妻
が
夫
に
対

し
て
有
す
る
債
権
を
担
保
す
る
た
め
に
、
夫
の
不
動
産
に
対
し
て
有

す
る
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
抵
当
権
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
抵
当
権
は
、
日
本
法
に
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
現
在
に

お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い

の
で
、
こ
れ
を
研
究
の
対
象
と
す
る
意
義
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
八
〇
四
年
法
に
お
い
て
は
、
妻
の
法
定
抵
当
権
は
、
被
担
保
債

権
（⇒
一
六
）
及
び
目
的
物
（⇒

三
〇
）
に
つ
き
包
括
的
（
非
特
定

的
）
で
あ
り
、
か
つ
登
記
（in

scrip
tio
n

）
を
対
抗
要
件
と
す
る
も

の
で
な
い
（⇒
五
八
）
た
め
に
、
こ
の
存
在
は
、
法
定
抵
当
権
者
で

あ
る
妻
を
配
偶
者
と
す
る
夫
の
、
妻
以
外
の
抵
当
権
者
、
又
は
、
こ

の
夫
か
ら
不
動
産
を
買
い
受
け
た
者
（
第
三
取
得
者
）
に
と
っ
て
、

脅
威
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
第
三
取
得
者
は
、
そ
れ

を
滌
除
（p

u
rg
e

）
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
一
八
一

二
一
九
五

条
）
が
、
こ
れ
は
手
間
と
費
用
を
要
す
る
。
ま
た
、
次
々
稿
で
詳
説

す
る
よ
う
に
ク
レ
デ
ィ
・
フ
ォ
ン
シ
ェ
（C
red

it fo
n
cier d

e F
ra
n
-

ce

）
以
外
の
債
権
者
は
、
滌
除
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
実
務
に
お
い
て
は
、
既
婚
男
性
に
融
資
を
す
る
、
又
は
既

婚
男
性
か
ら
不
動
産
を
買
い
受
け
る
に
さ
い
し
て
、
取
引
の
相
手
方

は
、
妻
に
対
し
て
、

法
定
抵
当
権
の
譲
渡
又
は
放
棄
（ced

er
 

leu
r h
y
p
o
th
eq
u
e leg

a
le o

u y ren
o
n
cer

）」

一
八
五
五
年
三
月

二
三
日
法
九
条
一
項
）

以
下
「
一
八
五
五
年
法
」
と
い
う
。）
を
求

め
た
。
し
か
も
、

常
に
（

４
）

to
u
jo
u
rs

）」。
妻
の
「
法
定
抵
当
権
の

譲
渡
又
は
放
棄
」
の
こ
と
を
一
般
的
に
「
妻
の
法
定
抵
当
権
の
代
位

（la
 
su
b
ro
g
a
tio
n
 
a
l’h
y
p
o
th
eq
u
e
 
leg
a
le
 
d
e
 
la
 
fem

m
e

 
m
a
riee

）
と
呼
ぶ
（
一
八
五
五
年
法
九
条
一
項
後
段
参
照
）

以
下

「
法
定
抵
当
権
代
位
」
と
い
う
。）
が
、
取
引
の
主
体
が
主
と
し
て
既

婚
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
が
一
九
世
紀
の
抵
当
取

引
又
は
不
動
産
取
引
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
定
抵
当
権
代
位
を
無
視

し
た
ま
ま
で
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
信
用
取
引
又
は
不

動
産
取
引
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
法
定
抵

当
権
代
位
は
、
わ
が
国
の
民
法
と
も
、
け
っ
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
転
抵
当
の
直
接
的
な
起
源
に
あ

た
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
定
抵
当
権
代
位
は
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
抵
当
制
度
研
究
若
し
く
は
不
動
産
取
引
研
究

又
は
わ
が
国
の
転
抵
当
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

を
扱
う
従
前
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
に
言
及
す
る
も
の
は
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
法
定
抵
当
権
代
位
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
妻
の
法
定
抵
当
権
の

理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
法
定
抵
当
権
代
位
研

究
の
前
提
と
し
て
、
妻
の
法
定
抵
当
権
の
概
要
を
描
く
。

二

本
稿
の
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
は
以
下
で
あ
る

（⇒

①

⑦
）。

①

妻
の
法
定
抵
当
権
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
そ

れ
を
一
つ
の
論
稿
で
す
る
と
な
る
と
、
大
部
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
は
、
妻
の
法
定
抵
当
権
の
登
記
及
び
滌
除
に
つ
い
て
は
、
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そ
れ
を
次
稿
・
次
々
稿５

）に
委
ね
た
。

②

本
稿
は
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
」
と
い
う
表

題
を
付
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
一
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
妻
の
法
定

抵
当
権
の
概
要
を
描
く
。
も
っ
と
も
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き

る
限
り
一
九
世
紀
全
般
を
通
し
て
の
妻
の
法
定
抵
当
権
の
変
遷
に
触

れ
る
。

③

妻
の
法
定
抵
当
権
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
本

稿
は
、
主
と
し
て
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
著
作
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
。

実
際
、
本
稿
の
内
容
は
、
オ
ー
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
著
作
の
当
該
部
分

の
紹
介
の
域
を
出
る
も
の
で
な
い
。
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
著
作
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
た
理
由
は
、
こ
れ
が
一
九
世
紀
を
代
表
す
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
叙
述
は
全
体
的
に

簡
潔
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
内
容
は
、
本
稿
が
利
用
し
た
第
四
版
出

版
以
前
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
説
明

の
不
十
分
な
部
分
又
は
第
四
版
以
降
の
判
例
及
び
学
説
を
補
う
た
め

に
、
補
助
的
に
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
（G

a
b
rie
l

 
B
A
U
D
R
Y
-
L
A
C
A
N
T
IN
E
R
IE
,
1837

1913

）
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ

（P
a
u
l d
e L

O
Y
N
E
S
,
1841

1914

）
の
著
作
を
利
用
し
た
。
も
っ

と
も
、
補
助
的
と
い
い
つ
つ
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖

ド
・
ロ
ワ
ヌ
の
著
作
に
依
拠
し
た
部
分
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
基

本
的
に
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
著
作
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
つ
つ
も
、
意

図
的
に
、
説
明
の
便
宜
上
、
そ
れ
と
は
異
な
る
体
系
を
採
用
し
た
部

分
も
あ
る
。
な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
一
九
世
紀
及
び
二
〇
世
紀

に
出
版
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
著
作
も
多
数
利
用
し
て
い
る
が
、
脚
註

で
典
拠
と
し
て
あ
げ
る
文
献
は
原
則
的
に
こ
の
二
著
に
留
め
る
。
学

説
の
詳
細
は
、
す
べ
て
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ

ヌ
の
該
当
箇
所
に
委
ね
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
稿
の
脚
註
に
お
い
て

は
、
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
該
当
箇
所
を
あ
げ
る
だ
け
で
充
分
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ

ヌ
の
該
当
箇
所
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
参
照
す
る
判
例
は
破
毀
院

の
も
の
に
限
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
判
例
及
び
学
説
を
限
定
し
た
の

は
、
そ
れ
を
網
羅
的
に
引
用
す
る
と
な
る
と
、
あ
ま
り
に
も
大
部
に

な
り
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

④

本
稿
は
、
一
九
世
紀
の
妻
の
法
定
抵
当
権
の
概
要
に
加
え
、

ま
と
め
に
か
え
て
」
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
妻
の

法
定
抵
当
権
の
現
状
に
対
す
る
、
当
時
の
一
般
的
評
価
を
み
る
。

⑤

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
法
定
抵
当
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
妻

だ
け
で
は
な
い
（
二
一
二
一
条
参
照
）。
し
か
し
、
本
稿
は
妻
の
法

定
抵
当
権
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
、
以
下
「
法
定
抵
当
権
」
と
記

し
た
場
合
は
、
特
記
の
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
妻
の
法
定

抵
当
権
」
を
指
す
。

⑥

本
稿
中
で
単
に
条
文
数
を
挙
げ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
は
す
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べ
て
一
八
〇
四
年
法
の
そ
れ
で
あ
る
。

⑦

ト
レ
ヤ
ー
ル
（Jea

n
-
B
a
p
tiste T

R
E
IL
H
A
R
D
,
1742

1810
）
が
立
法
院
で
な
し
た
立
法
理
由
開
示
（ex

p
o
se

d
es

 
m
o
tifs

）
で
立
法
理
由
を
語
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

引
用
す
る
が
、
一
八
〇
四
年
法
制
定
時
の
議
論
の
詳
細
は
別
稿６

）に
譲

り
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
を
割
愛
す
る７

）。

１
）

本
稿
で
引
用
す
る
文
献
を
、
こ
こ
で
一
括
し
て
掲
げ
て
お
く
。

以
下
、
太
字
体
で
表
記
し
た
部
分
の
み
で
引
用
す
る
。

仏
語
文
献
｜A

U
B
R
Y
(C
.
)
et R

A
U
(C
.
),
C
ou
rs d

e d
roit

 
civil

 
fran

çais,
trad

u
it
 
d
e
 
l’allem

an
d
 
d
e
 
M
.
C
.
S
.

Z
ach

ariae
,
1

ed
.,
5 v
o
l.,
S
tra
sb
o
u
rg
,
1839

1846;
A
U
B
R
Y

(C
.
)
et R

A
U
(C
.
),
C
ou
rs d

e d
roit civil fran

çais d
’apres la

 
m
eth
od
e
 
d
e
 
Z
ach

ariae
,
4

ed
.,
8
 
v
o
l.,
P
a
ris,

1869
1878;

B
A
U
D
R
Y

L
A
C
A
N
T
IN
E
R
IE

(G
.
)
et D

E
 
L
O
Y
N
E
S

(P
.
),
T
raite

th
eoriqu

e
 
et
 
pratiqu

e
 
d
e
 
D
roit

 
civil,

d
u

 
n
an
tissem

en
t,
d
es privileges et

 
et d

e l’ex-

propriation forcee
,
2
ed
.,
3 v
o
l.,
1899;

D
E
 
L
O
Y
N
E
S
(P
.
),

L
e projet d

e loi su
r
 
la reform

e d
u
 
regim

e h
ypoth

ecaire
,

P
a
ris,

1897;
F
E
N
E
T
(P
.
A
.
),
R
ecu

eil com
plet d

es travau
x

 
preparatoire d

u C
od
e civil,

15 v
o
l.,
P
a
ris,

1827,
reim

p
res-

sio
n
 
O
sn
a
b
ru
ck
,
1968;

G
A
R
S
O
N
N
E
T
(E
.
)
et C

É
Z
A
R
-

B
R
U
(C
h
.
),
T
raite

th
eoriqu

e
 
et
 
pratiqu

e
 
d
e
 
proced

u
re

 

civile
 
et com

m
erciale

 
en
 
ju
stice

 
d
e
 
paix

 
et
 
d
evan

t
 
les

 
con

seils d
e pru

d
’h
om
m
es
,
3
ed
.,
9 v
o
l.,1912

1925;G
R
A
S
-

S
E
T
(J.

),
L
es projets d

e reform
e h

ypoth
ecaire d

epu
is le

 
C
od
e civil,

etu
d
e h
istoriqu

e et critiqu
e
,
P
a
ris,

1907;
G
U
IL
-

L
O
U
A
R
D
(L
.
),
T
raite

d
es privileges et

,
2

ed
.,
4 v

o
l.,
P
a
ris,

1897
1900;

Jou
rn
al

 
iciel d

e la R
epu

b-

liqu
e fran

çaise
,

u
m
en
ts

 
em
en
taires

,
S
en
a
t;
H
U
C

(T
.
),
L
e

 
et le C

od
e N

apoleon
,
t.
II,

T
rad

u
ction

 
d
u
 
cod

e
 
civil

 
italien

,
2

ed
.,
P
a
ris,

1868;

P
L
A
N
IO
L
(M
.
)
et R

IP
E
R
T
(G
.
),
T
raite

pratiqu
e
 
d
e

 
d
ro
it
 
civ
il
 
fra
n
ça
is
,
1
4
 
v
o
l.,

P
a
ris,

1
9
2
4
1
9
3
4
;

R
A
Y
N
A
U
D
(P
.
),
H
ypoth

equ
e legale

,
R
epertoire d

e D
roit

 
civil,

t.
II,

P
a
ris,

1952;
T
H
A
L
L
E
R

(E
.
),

T
raite

elem
en
taire

 
d
e
 
d
roit

 
com

m
ercial,

P
a
ris,

1898;
T
R
O
-

P
L
O
N
G
(R
.-
T
.
),
L
e d

roit civil expliqu
e
su
ivan

t l’ord
re

 
d
es articles d

u
 
cod

e
,
d
es privileges et

,
ou

 
com

m
en
taire d

u titre X
V
III d

u livre III d
u cod

e civil,
4

ed
.,
4 v

o
l.,
1845.

邦
語
文
献
｜
今
村
与
一
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
抵
当
改
革
｜
そ

の
理
論
史
的
考
察
（
一
）

二
）
｜
」『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
七
巻

第
六
号
（
一
九
八
六
年
）
一

五
二
頁
・
第
三
八
巻
第
三
号
（
一
九
八

六
年
）
四
五

一
二
二
頁
、
香
山
高
広
「
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
抵

当
法
に
お
け
る
『
特
定
の
原
則
』
と
『
公
示
の
原
則
』
の
意
義

（
一
）」『
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
三
八
巻
第
二
号
（
一
九

資 料
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九
七
年
）
二
九
五

三
五
九
頁
、
香
山
高
広
「
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン

ス
抵
当
法
の
基
本
的
性
格
（
１
）

５
）」
小
樽
商
科
大
学
『
商
学
討

究
』
第
五
〇
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
三

二
五
二

頁
・
第
五
一
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
五

一
四
三
頁
・
第
五

一
巻
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
一

一
八
三
頁
・
第
五

二
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
八
七

二
一
三
頁
・
第
五
二
巻
第

二
・
三
合
併
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
三
九

三
六
九
頁
、
香
山
高
広

「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
け
る
夫
婦
財
産
集
中
管
理
の
帰
趨
」
九
州

大
学
『
法
政
研
究
』
第
七
二
巻
第
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
〇
九

五
七
二
頁
、
星
野
英
一
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
物
権
公
示

制
度
の
沿
革
の
概
観
」『
民
法
論
集
第
二
巻
』

有
斐
閣
、
一
九
七
〇

年
）
一

一
〇
六
頁
、
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
研
究
会
「
試
訳
・
共
和
暦
七

年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
一
日
の
抵
当
制
度
に
関
す
る
法
律
｜
フ
ラ
ン
ス

担
保
法
の
翻
訳
（
一
）
｜
」
九
州
大
学
『
法
政
研
究
』
第
六
九
巻
第

四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
〇
七

八
二
五
頁
、
宮
崎
孝
治
郎
「
仏
蘭

西
婚
姻
法
」
台
北
比
較
法
学
会
編
『
比
較
婚
姻
法
第
二
部
｜
婚
姻
の

証
明
及
効
果
｜
』

岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
）
二
四
一

三
七
七
頁
、

宮
崎
孝
治
郎
「
フ
ラ
ン
ス
婚
姻
法
」
宮
崎
孝
治
郎
編
『
新
比
較
婚
姻

法
Ⅲ
』

勤
草
書
房
、
一
九
六
二
頁
）
七
二
四

七
四
三
頁
、
山
口
俊

夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法
・
上
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）、

山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

二
年
）。

２
）

本
稿
に
お
い
て
は
、
条
文
等
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
文

献
を
参
考
に
し
た
。
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
『
現
代
外
国
法
典

叢
書

仏
蘭
西
民
法
〔
Ⅰ

Ⅴ
〕

復
刻
版
）』

有
斐
閣
、
一
九
五
六

年
）、
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
『
現
代
外
国
法
典
叢
書

仏
蘭

西
商
法
〔
Ⅰ

Ⅱ
〕

復
刻
版
）』

有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）、
法
務

大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
｜
家
族
・
相
続
関

係
｜
』

一
九
七
八
年
）、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
法
務

資
料

第
四
四
一
号

フ
ラ
ン
ス
民
法
｜
物
権
・
債
権
関
係
｜
』

一

九
八
二
年
）。

３
）

本
稿
で
は
、
そ
の
全
体
に
わ
た
り
、
通
し
番
号
（
ニ
ュ
メ
ロ
）

を
付
し
て
い
る
。
以
下
、

⇒

四
）」
と
あ
る
場
合
は
、

本
稿
の

ニ
ュ
メ
ロ
四
を
参
照
せ
よ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文

中
の
亀
甲
括
弧
（〔
〕）
内
は
著
者
に
よ
る
註
で
あ
り
、
角
括
弧

（﹇
﹈）
内
は
著
者
に
よ
る
補
足
部
分
で
あ
る
。

４
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
X
II,

n
°469,

p
.
441.

５
）

次
稿
は
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
妻
の
法
定
抵
当
権

の
『
登
記
』
の
概
要
｜
オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
の
所
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

｜
」
と
題
し
て
妻
の
法
定
抵
当
権
の
登
記
を
、
次
々
稿
は
「
一
九
世

紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
抵
当
権
の
『
滌
除
』
の
概
要
｜
オ
ブ
リ
ー

‖
ロ
ー
の
所
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
｜
」
と
題
し
て
滌
除
の
概
要
を
明

ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

６
）

香
山
「
基
本
的
性
格
（
１
）

５
）」
参
照
。

７
）

一
八
〇
四
年
法
第
三
編
第
一
八
章
「
先
取
特
権
及
び
抵
当
権

（D
es p

riv
ileg

es et h
y
p
o
th
eq
u
es

）」
は
次
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
成
立
す
る
。
別
稿
で
詳
説
し
た
（
香
山
「
意
義
（
一
）」
三
三
〇

三
三
一
頁
、
香
山
「
基
本
的
性
格
（
１
）」
二
三
八

二
三
九
頁
）
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が
、
こ
こ
で
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

一
八
〇
四
年
法
成
立
ま
で
は
、
抵
当
権
に
関
し
て
は
、

特
定
の

原
則
」
及
び
「
公
示
の
原
則
」
を
採
用
し
た
共
和
暦
七
年
ブ
リ
ュ

メ
ー
ル
一
一
日
法
（
詳
細
は
、
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
研
究
会
参
照
）

以
下
「
共
和
暦
七
年
法
」
と
い
う
。）
が
現
行
法
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
（N

a
p
o
leo
n
 
B
O
N
A
P
A
R
T
E
,

1769
1821

）
の
命
に
よ
り
民
法
典
起
草
を
委
ね
ら
れ
た
四
人
の
法

律
家
が
共
和
暦
九
年
プ
リ
ュ
ヴ
ィ
オ
ー
ズ
一
日
（
一
八
〇
一
年
一
月

二
一
日
）
に
国
務
院
（C

o
n
seil d

’É
ta
t

）
に
提
出
し
た
民
法
典
草

案
中
の
抵
当
権
関
係
規
定
（
第
三
編
第
六
章
「
先
取
特
権
及
び
抵
当

権
」、
同
編
第
七
章
「
裁
可
状
」）
は
、
共
和
暦
七
年
法
の
基
本
原
則

を
全
面
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
公
表
当
時
か
ら
猛
烈
な

批
判
に
曝
さ
れ
る
。
特
に
破
毀
裁
判
所
（T

rib
u
n
a
l
 
d
e
 
ca
ssa

-

tio
n

）
の
批
判
は
激
し
く
、
破
毀
裁
判
所
は
独
自
の
試
案
（F

en
et,

t.
II,

p
p
.
649

673.

）
を
公
表
す
る
。
国
務
院
で
の
草
案
審
議
は
難

航
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
国
務
院
は
、
抵
当
権
関
連
部
分
の
草
案
審

議
に
先
立
ち
、
当
該
部
分
の
起
草
者
で
あ
る
ビ
ゴ
・
プ
レ
ア
ム
ヌ
ウ

（F
elix

 
Ju
lien

 
Jea

n
 
B
IG
O
T
-P
R
É
A
M
E
N
E
U
,
1747

1825
）

と
、
現
行
法
の
維
持
を
求
め
る
レ
ア
ル
（P

ierre-
F
ra
n
ço
is

 
R
É
A
L
,
1857

1834

）
に
別
個
の
報
告
さ
せ
る
と
い
う
異
例
の
方
法

を
決
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
共
和
暦
一
二
年
プ
リ
ュ
ヴ
ィ
オ
ー
ズ
一

二
日
（
一
八
〇
四
年
二
月
二
日
）
に
二
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
る
。
審

議
の
結
果
、
現
行
法
を
基
礎
と
し
た
新
草
案
へ
の
全
面
差
し
替
え
が

決
定
さ
れ
、
新
草
案
提
出
の
任
を
負
っ
た
ト
レ
ヤ
ー
ル
は
、
同
年

ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
（
一
八
〇
四
年
二
月
二
三
日
）、
破
毀
裁
判
所

の
独
自
試
案
に
修
正
を
加
え
た
草
案
（
以
下
「
ト
レ
ヤ
ー
ル
草
案
」

と
い
う
。）

F
en
et,

t.
X
V
,
p
p
.
326

351.

）
を
国
務
院
に
提
出
す

る
。
そ
し
て
、
審
議
の
上
、
こ
れ
に
修
正
を
加
え
た
も
の
が
、
同
年

ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
一
二
日
（
一
八
〇
四
年
三
月
三
日
）
に
国
務
院
草
案

と
な
る
。
こ
の
国
務
院
草
案
は
、
翌
一
三
日
（
一
八
〇
四
年
三
月
四

日
）
に
護
民
院
（T

rib
u
n
a
t

）
立
法
部
に
非
公
式
伝
達
（la

 
co
m
-

m
u
n
ica
tio
n
 
o
fficieu

se

）
さ
れ
、
そ
こ
で
な
さ
れ
た
指
摘
を
盛
り

込
み
、
同
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
二
二
日
（
一
八
〇
四
年
三
月
一
三
日
）

に
国
務
院
最
終
草
案
が
完
成
す
る
。
国
務
院
最
終
草
案
は
、
同
年

ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
二
四
日
（
三
月
一
五
日
）
に
立
法
院
（C

o
rp
s

 
L
eg
isla

tif

）
に
提
出
さ
れ
、
こ
の
と
き
に
ト
レ
ヤ
ー
ル
が
立
法
理

由
開
示
を
す
る
（F

en
et,

t.
X
V
,
p
p
.
448

476.

）。
翌
二
五
日
（
三

月
一
六
日
）、
立
法
院
は
護
民
院
に
対
し
て
国
務
院
最
終
草
案
の
公

式
伝
達
（la

 
co
m
m
u
n
ica
tio
n
 
o
fficielle

）
を
な
し
、
翌
日
（
三

月
一
七
日
）
に
護
民
官
グ
ル
ニ
エ
（Jea

n
 
G
R
E
N
IE
R
,
1753

1841

）
が
護
民
院
総
会
で
報
告
を
し
、
同
日
中
に
国
務
院
最
終
草
案

は
護
民
院
で
採
択
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
二
八
日
（
三
月
一
九
日
）

に
国
務
院
最
終
草
案
は
立
法
院
に
送
ら
れ
、
同
日
、
採
択
・
成
立
に

至
る
。
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２

夫
婦
財
産
制８

）

⑴

四
つ
の
類
型

三

法
定
抵
当
権
は
夫
婦
財
産
制
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
法
定
抵
当
権
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
八
〇
四

年
法
第
三
編
第
五
章
「
夫
婦
財
産
契
約
及
び
夫
婦
相
互
の
権
利

（D
u
 
co
n
tra
t
 
d
e
 
m
a
ria
g
e
 
et
 
d
es
 
d
ro
its
 
resp

ectifs
 
d
e

 
ep
o
u
x

）」

一
三
八
七

一
五
八
一
条
）
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
全
体
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
を
遙
か
に

逸
脱
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
一
八
〇
四
年
法
が
規
定
す
る
夫
婦
財

産
制
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

一
八
〇
四
年
法
は
四
種
類
の
夫
婦
財
産
制
を
規
定
す
る
。
す
な
わ

ち
、
共
通
制
（reg

im
e en

 
co
m
m
u
n
a
u
te)

（
一
三
九
九

一
五
二

八

条
）

⇒

四

五
）
、
無

共

通

制
（re

g
im
e
 
sa
n
s
 
c
o
m
-

m
u
n
a
u
te

）

一
五
三
〇

一
五
三
五
条
）

⇒

六
）
、
別
産
制

（reg
im
e d
e sep

a
ra
tio
n d
es b

ien
s

）

一
五
三
六

一
五
三
九
条
）

⇒

七
）
及
び
嫁
資
制
（reg

im
e d

o
ta
l

）

一
五
四
〇

一
五
八
一

条
）

⇒

八

九
）
で
あ
る
。
夫
婦
は
婚
姻
に
あ
た
り
自
由
に
夫
婦
財

産
契
約
（co

n
tra
t d

e m
a
ria
g
e

）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
一
三
八
七
条
）
の
で
、
こ
れ
以
外
の
夫
婦
財
産
制
の
採
択
も
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

⑵

共
通
制

四

共
通
制
は
、
夫
婦
の
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
共
通
財
産

（b
ien
s co

m
m
u
n
s

）
と
す
る
夫
婦
財
産
制
で
あ
る
。
夫
婦
が
夫
婦

財
産
契
約
に
お
い
て
「
共
通
制
に
従
い
婚
姻
す
る
旨
の
単
純
な
申

述
」
を
し
た
と
き
、

又
は
夫
婦
財
産
契
約
の
な
い
と
き
」
は
、
法

定
共
通
制
（co

m
m
u
n
a
u
te
leg
a
le

）
の
規
定
（
一
四
〇
〇

一
四

九
六
条
）
が
適
用
さ
れ
る
（
一
四
〇
〇
条
）

⇒

①

③
）。

①

夫
婦
が
婚
姻
挙
式
日
に
所
有
す
る
動
産
の
す
べ
て
、
及
び

婚
姻
中
に
相
続
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
動
産
の
す
べ
て
」

一

四
〇
一
条
一
号
）
、
夫
婦
の
固
有
財
産
及
び
共
通
財
産
の
「
す
べ
て

の
果
実
」

同
条
二
号
）
並
び
に
相
続
又
は
贈
与
以
外
の
方
法
で

「
婚
姻
中
に
夫
婦
が
取
得
し
た
不
動
産
の
す
べ
て
」

同
条
三
号
）

一
四
〇
四
条
一
項
及
び
一
四
〇
五
条
）

こ
れ
ら
を
「
後
得
財
産

（a
cq
u
ets

）」
と
い
う
）
が
、
共
通
財
産
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
以
外
の
物
は
、
す
べ
て
夫
婦
双
方
の
固
有
財
産
（b

ien
s
 
p
ro
-

p
res

）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
定
共
通
制
は
、
一
般
的
に
「
動
産

及
び
後
得
財
産
共
通
制
（co

m
m
u
n
a
u
te

d
e
 
m
eu
b
les

 
et
 
a
c-

q
u
ets

）」
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
法
定
夫
婦

財
産
制
で
あ
る
（
一
三
九
三
条
）。

②

夫
は
、
単
独
で
共
通
財
産
を
管
理
す
る
」

一
四
二
一
条
一

項
）。

夫
は
、
妻
の
参
加
（co

n
co
u
rs

）
な
し
に
、
共
通
財
産
の
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売
却
、
譲
渡
及
び
抵
当
権
設
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
四
二

一
条
二
項
）。
夫
の
固
有
財
産
の
管
理
の
規
定
は
な
い
が
、
一
八
〇

四
年
法
は
そ
れ
を
夫
だ
け
が
有
す
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
。

さ
ら
に
、

夫
は
、
妻
の
固
有
財
産
（b

ien
s p
erso

n
n
els

）
の
す
べ

て
の
管
理
を
有
す
る
」

一
四
二
八
条
一
項
）。
も
っ
と
も
、

夫
は
、

妻
の
同
意
（co

n
sen

tem
en
t

）
な
し
に
、
妻
の
固
有
財
産
（im
-

m
eu
b
les p

erso
n
n
els

）
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

一
四

二
八
条
三
項
）。

③

共
通
制
は
、

自
然
死
（m

o
rt
 
n
a
tu
relle

）」、

民
事
死

（m
o
rt civ

ile

）」、

離
婚
」、

別
居
（sep

a
ra
tio
n d

e co
rp
s

）」

又
は
「﹇
裁
判
に
よ
る
﹈
別
産
制
（se
p
a
ra
tio
n
 
d
e
 
b
ie
n
s

﹇ju
d
icia

ire

﹈）」
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
（
一
四
四
一
条
）。
解
消
後

に
お
け
る
共
通
財
産
の
清
算
及
び
分
割
に
先
立
ち
、

妻
…
は
、
共

通
財
産
の
承
認
（a

ccep
ta
tio
n

）
又
は
放
棄
（ren

o
n
cia
tio
n

）

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
四
五
三
条
前
段
）。

共
通
財
産
に
介
入
（im

m
ix
tio
n

）
し
た
」
と
き
（
一
四
五
四

条
）、

証
書
に
共
同
所
有
者
の
資
格
を
記
載
し
た
と
き
」

一
四
五

五
条
）、

夫
の
死
亡
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
、
共
通
財
産
の
す
べ
て
の

忠
実
か
つ
正
確
な
目
録
を
作
成
し
」
な
か
っ
た
と
き
（
一
四
五
六
条

一
項
）、
又
は
「
共
通
財
産
を
横
領
（d

iv
ertissem

en
t

）
又
は
隠

匿
（recel

）
し
た
と
き
」

一
四
六
〇
条
）、
妻
は
、
共
通
財
産
を

承
認
し
た
こ
と
に
な
る
。

妻
…
に
よ
る
共
通
財
産
の
承
認
の
後
、

…
積
極
財
産
（a

ctif

）
の
分
割
及
び
消
極
財
産
（p

a
ssif

）
の
引
受

け
が
な
さ
れ
る
」

一
四
六
七
条
）。

共
通
財
産
を
放
棄
す
る
た
め
に
は
、

生
残
妻
（fem

m
e
 
su
r-

v
iv
a
n
te

）
は
、
夫
の
死
亡
か
ら
三
ヶ
月
と
四
〇
日
以
内
に
、
夫
の

住
所
地
の
郡
内
の
第
一
審
裁
判
所
の
書
記
課
に
対
し
て
」、
そ
れ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
四
五
七
条
前
段
）。

放
棄
を
し
た
妻
は
、

共
通
財
産
に
対
す
る
権
利
の
す
べ
て
を
失
う
」

一
四
九
二
条
一
項

前
段
）
が
、

共
通
財
産
の
債
務
の
分
担
（co

n
trib

u
tio
n

）
の
す

べ
て
を
免
れ
る
」

一
四
九
四
条
前
段
）。

五

夫
婦
は
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り
法
定
共
通
制
と
は
異
な
る
共

通
制
を
採
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
「
約
定
共
通
制

（co
m
m
u
n
a
u
te
co
n
v
en
tio
n
elle

）」
と
い
わ
れ
る
（
一
四
九
七

一
五
二
八
条
）。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
無
限
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
一
八
〇
四
年
法
は
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
八
種
類
の
条
項
（cla

u
se

）
を
規
定
す
る
（
一
四
九
七
条
）

⇒

①

⑧
）。

①

夫
婦
﹇
は
、
﹈
…
夫
婦
間
に
お
い
て
後
得
財
産
に
限
り
共

通
財
産
と
す
る
こ
と
を
合
意
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
四
九
八
条

一
項
）。
こ
の
場
合
に
成
立
す
る
夫
婦
財
産
制
を
「
後
得
財
産
共
通

制
（co

m
m
u
n
a
u
te
red

u
ite a

u
x a

cq
u
ets

）」

一
四
九
八

一
四
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九
九
条
）
と
い
う
。
夫
婦
財
産
契
約
を
締
結
す
る
夫
婦
の
ほ
と
ん
ど

が
、
こ
の
財
産
制
を
選
択
す
る
と
い
わ
れ
る９

）。
後
得
財
産
共
通
制
に

お
い
て
は
、
法
定
共
通
制
（⇒

四
①
）
と
は
異
な
り
、
夫
婦
が
婚
姻

時
に
所
有
す
る
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
が
婚
姻
時
に
所
有
す
る

動
産
並
び
に
夫
婦
が
相
続
及
び
贈
与
で
取
得
し
た
動
産
も
、
共
通
財

産
で
は
な
い10

）。

②

夫
婦
は
、
現
在
及
び
将
来
の
動
産
の
す
べ
て
を
共
通
財
産

か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
五
〇
〇
条
一
項
）。
こ
の
さ
い

に
用
い
ら
れ
る
条
項
は
「
不
動
産
み
な
し
条
項
（cla

u
se
 
d
e

 
rea

lisa
tio
n

）」
と
い
わ
る
（
一
五
〇
〇

一
五
〇
四
条
）。

③

夫
婦
の
双
方
又
は
一
方
﹇
は
、
﹈
…
現
在
及
び
将
来
の
不

動
産
の
全
部
又
は
一
部
を
共
通
財
産
に
」

一
五
〇
五
条
）
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
た
め
の
条
項
を
「
不
動
産
の
動
産
化
条
項

（cla
u
se d

’a
m
eu
b
lissem

en
t

）」
と
い
う
（
一
五
〇
五

一
五
〇
九

条
）。④

夫
婦
が
各
自
の
個
人
債
務
を
分
離
し
て
弁
済
す
る
こ
と
を

合
意
」

一
五
一
〇
条
一
項
）
す
る
条
項
を
「
債
務
分
離
条
項

（cla
u
se d

e sep
a
ra
tio
n
 
d
es d

ettes

）」

一
五
一
〇

一
五
一
三

条
）
と
い
う
。
こ
の
条
項
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
の
個

人
債
務
が
共
通
財
産
に
よ
り
弁
済
さ
れ
た
よ
う
な
と
き
は
、
夫
は
婚

姻
解
消
に
さ
い
し
て
共
通
財
産
に
対
し
て
償
還
金
（reco

m
-

p
en
se

）
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤

共
通
制
の
解
消
時
に
妻
が
共
通
財
産
を
放
棄
し
た
と
き
は
、

こ
れ
に
よ
り
妻
は
、
共
通
財
産
の
債
務
の
負
担
を
免
れ
る
が
、
持
寄

財
産
（a

p
p
o
rt

）
も
失
う
（
一
四
九
二
条
一
項
）。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、

債
務
負
担
の
な
い
持
寄
財

産
の
取
戻
し
の
条
項
（cla

u
se d

e
 
rep

rise
 
d
’a
p
p
o
rt fra

n
c
 
et

 
q
u
itte

）」

一
五
一
四
条
）
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、

共
通
財
産
の
放
棄
の
場
合
に
お
い
て
、
妻
は
、
婚
姻
時
又
は
婚
姻

中
に
持
ち
寄
っ
た
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
戻
す
」

一
五
一

四
条
一
項
本
文
）
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

無
償
先
取
条
項
（cla

u
se d

e p
recip

u
t

）」
は
、

生
残
配

偶
者
（ep

o
u
x
 
su
rv
iv
a
n
t

）
が
、
分
割
に
先
立
ち
、
一
定
金
額
又

は
一
定
量
の
現
物
動
産
を
先
取
り
す
る
こ
と
を
許
す
」

一
五
一
五

条
一
項
本
文
）
条
項
で
あ
る
（
一
五
一
五

一
五
一
九
条
）。
こ
の
条

項
に
基
づ
き
妻
が
先
取
権
（p

recip
u
t

）
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、

共
通
制
の
解
消
に
あ
た
り
、

妻
は
共
通
財
産
を
承
認
」

一
五
一
五

条
一
項
本
文
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

夫
婦
財
産
契

約
に
お
い
て
、
共
通
財
産
を
放
棄
を
し
た
場
合
に
お
い
て
も
妻
は
当

該
権
利
を
留
保
す
る
と
定
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

一

五
一
五
条
一
項
但
書
）。

⑦

共
通
制
が
解
消
さ
れ
た
と
き
、
共
通
財
産
は
「
夫
婦
…
間
に
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お
い
て
折
半
で
分
割
さ
れ
る
」

一
四
七
四
条
）
が
、

不
均
等
持
分

条
項
（cla

u
se d

e p
a
rts in

eg
a
l

）」

一
五
二
〇

一
五
二
五
条
）

に
よ
り
分
割
の
比
率
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
正
の
方
法
は

三
つ
あ
る
（
一
五
二
〇
条
）。
す
な
わ
ち
、
夫
婦
の
一
方
「
に
対
し

て
共
通
財
産
の
二
分
の
一
以
下
を
与
え
る
」
方
法
、
夫
婦
の
一
方
が

他
方
「
に
対
し
て
共
通
財
産
の
す
べ
て
の
権
利
か
ら
一
定
金
額
を
与

え
」
る
こ
と
を
条
件
に
共
通
財
産
の
全
部
を
取
得
す
る
方
法
、
又
は

「
共
通
財
産
の
す
べ
て
を
…
夫
婦
の
一
方
に
帰
属
さ
せ
る
」
方
法
で

あ
る
。

⑧

夫
婦
は
、
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り
、
現
在
及
び
将
来
の
動

産
及
び
不
動
産
に
つ
き
、
現
在
財
産
の
す
べ
て
に
つ
き
、
又
は
将
来

財
産
の
す
べ
て
に
つ
き
、
包
括
共
通
制
（co

m
m
u
n
a
u
te

u
n
iv
er-

selle

）
の
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
五
二
六
条
）。

⑶

無
共
通
制

六

夫
婦
は
、
夫
婦
財
産
契
約
に
お
い
て
、
夫
婦
間
に
共
通
財
産

を
作
ら
な
い
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
項
に
よ
り

成
立
す
る
夫
婦
財
産
制
を
無
共
通
制
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

婚
姻
挙
式
前
か
ら
所
有
す
る
財
産
及
び
婚
姻
中
に
取
得
し
た
財
産
の

所
有
権
は
、
夫
婦
の
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
。
し
か
し
、
妻
は
、

自

己
の
財
産
を
管
理
し
、
か
つ
、
そ
の
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」

一
五
三
〇
条
前
段
）。

夫
は
、
妻
の
動
産
及
び
不
動
産
の

管
理
を
有
す
る
」

一
五
三
一
条
）
が
、
妻
の
不
動
産
を
譲
渡
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
「
嫁
資
不
動
産
（im

m
eu
b
les

 
co
n
stitu

es
 

en d
o
t

）
は
、
夫
の
同
意
又
は
夫
が
拒
絶
し
た
と
き
は
裁
判
所
の
許

可
の
な
い
限
り
、
そ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

一
五
三

五
条
二
項
）。

婚
姻
の
解
消
後
又
は
裁
判
に
よ
る
別
産
制
の
後
に
お
い
て
、
夫

は
、﹇
妻
の
財
産
を
﹈
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

一
五
三
一
条

但
書
）。
消
費
さ
れ
た
動
産
に
つ
い
て
は
、

夫
は
、
評
価
に
基
づ
く

価
格
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

一
五
三
二
条
）。
な
お
、
無

共
有
制
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い11

）。

⑷

別
産
制

七

夫
婦
間
で
共
通
財
産
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
夫
婦
財
産
契
約

で
別
産
制
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
特
に
「
約
定
に
よ

る
別
産
制
（sep

a
ra
tio
n d

e b
ien
s co

n
v
en
tio
n
n
elle

）」
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
別
産
制
は
婚
姻
後
に
お
い
て
裁
判
に
よ
っ
て
も
認

め
ら
れ
る
（

裁
判
に
よ
る
別
産
制
」）。
す
な
わ
ち
、

夫
の
事
業
の

不
振
に
よ
り
、
夫
の
財
産
が
妻
の
権
利
及
び
取
戻
し
（rep

rises

）

を
担
保
す
る
た
め
に
不
十
分
と
な
っ
た
と
き
は
、
嫁
資
を
危
険
に
曝

さ
れ
た
妻
に
限
り
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
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る
」

一
四
四
三
条
一
項
）。
別
産
制
は
裁
判
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
約
定
に
よ
る
も
の
は
ま
れ
で
あ
る12

）。
な
お
、

別
居
は
、

常
に
別
産
制
を
も
た
ら
す
」

三
一
一
条
）。

別
産
制
に
お
い
て
は
、
無
共
通
制
（⇒

六
）
と
は
異
な
り
、

妻

は
、
自
己
の
動
産
及
び
不
動
産
の
完
全
な
管
理
を
有
し
、
か
つ
、
そ

の
収
入
（rev

en
u
s

）
を
自
由
に
収
益
（jo

u
issa

n
ce

）
す
る
こ
と

が
で
き
る
」

一
五
三
六
条
）。
し
か
し
、

妻
は
、
夫
の
特
別
な
同

意
又
は
夫
が
拒
絶
し
た
と
き
は
裁
判
所
の
許
可
の
な
い
限
り
、
自
己

の
不
動
産
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

一
五
三
八
条
一
項
）。

⑸

嫁
資
制

八

夫
婦
は
、
…
嫁
資
制
で
婚
姻
す
る
こ
と
を
申
述
す
る
こ
と

が
で
き
る
」

一
三
九
一
条
一
項
）。
夫
婦
が
夫
婦
財
産
契
約
に
お
い

て
単
に
嫁
資
制
を
採
択
す
る
旨
の
表
示
し
か
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

一
五
四
〇
条
乃
至
一
五
八
〇
条
が
適
用
さ
れ
る
（
一
三
九
一
条
三

項
）。
嫁
資
制
は
別
産
制
（⇒

七
）
の
一
種
で
あ
る
が
、
嫁
資
財
産

（b
ien
s
 
d
o
ta
u
x

）
に
対
す
る
夫
の
権
限
と
嫁
資
の
不
可
譲
渡
性

（in
a
lien

a
b
ilite

）
に
よ
り
、
純
然
た
る
別
産
制
と
区
別
さ
れ
る

（⇒

①

②
）。

①

嫁
資
制
に
お
い
て
は
、
妻
の
財
産
は
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

嫁
資
財
産
と
嫁
資
外
財
産
（b

ien
s p

a
ra
p
h
ern

a
u
x

）
で
あ
る
。

嫁
資
外
財
産
だ
け
で
な
く
、
嫁
資
財
産
も
、
そ
の
所
有
権
は
妻
が
有

す
る
。
た
だ
し
、

嫁
資
又
は
嫁
資
の
一
部
が
夫
婦
財
産
契
約
に
よ

り
価
格
を
定
め
た
動
産
で
あ
る
と
き
は
、
…
夫
が
、
そ
の
所
有
者
と

な
る
」

一
五
五
一
条
）。

嫁
資
財
産
は
「
婚
姻
費
用
を
負
担
す
る
た
め
に
妻
が
夫
に
持
ち

寄
っ
た
」

一
五
四
〇
条
）
財
産
で
あ
り
、

夫
に
限
り
、
婚
姻
中
の

嫁
資
財
産
の
管
理
を
有
」

一
五
四
九
条
一
項
）
し
、
か
つ
、

果
実

及
び
利
息
を
収
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
五
四
九
条
二
項
）。
し

か
し
、

夫
…
は
、
婚
姻
中
に
お
い
て
は
、
嫁
資
不
動
産
（im

m
eu
-

b
les d

o
ta
u
x

）
の
譲
渡
又
は
抵
当
権
設
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」

一
五
五
四
条
本
文
）。

妻
又
は
夫
婦
共
同
」

一
五
五
四
条
本

文
）
で
も
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
一
五
五
五

条
乃
至
一
五
五
九
条
の
「
定
め
る
例
外
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

は
な
い
」

一
五
五
四
条
但
書
）。

妻
若
し
く
は
夫
又
は
夫
婦
共
同

で
嫁
資
不
動
産
（fo

n
d
s d

o
ta
l

）
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
妻
…
は
、

婚
姻
解
消
後
に
お
い
て
譲
渡
を
取
り
消
す
（rev

o
ca
tio
n

）
こ
と
が

で
き
る
」

一
五
六
〇
条
一
項
前
段
）。
嫁
資
動
産
（m

eu
b
les

 
d
o
ta
u
x

）
の
処
遇
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
が
、
判
例
は
、
夫
は

動
産
嫁
資
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
妻
は
そ
れ
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
解
す
る13

）。

②

嫁
資
財
産
で
な
い
妻
の
財
産
は
、
す
べ
て
嫁
資
外
財
産
で
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あ
る
」

一
五
七
四
条
）。
そ
し
て
、

妻
は
、
嫁
資
外
財
産
の
管
理

及
び
収
益
を
有
す
る
」

一
五
七
六
条
一
項
）。
た
だ
し
、

妻
は
、

夫
の
同
意
又
は
夫
が
拒
絶
し
た
と
き
は
裁
判
所
の
許
可
の
な
い
限
り
、

嫁
資
外
財
産
を
譲
渡
…
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

一
五
七
六
条
二

項
）。婚

姻
が
解
消
さ
れ
た
と
き
又
は
裁
判
に
よ
る
別
産
制
が
認
め
ら
れ

た
場
合
（
一
五
六
三
条
）
は
、
夫
は
、
嫁
資
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
嫁
資
不
動
産
及
び
妻
が
所
有
権
を
有
す
る
嫁
資
動
産
に
つ

い
て
は
そ
の
現
物
（
一
五
六
四
条
）
を
、
夫
が
嫁
資
動
産
の
所
有
者

と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
価
格
（
一
五
六
五
条
）
を
、
夫
は
そ

れ
ぞ
れ
返
還
す
る
。

九

夫
婦
は
、
嫁
資
制
を
採
択
し
つ
つ
、
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り

婚
姻
中
の
後
得
財
産
に
限
り
共
通
財
産
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一

五
八
一
条
）。
こ
の
よ
う
な
嫁
資
制
は
「
後
得
財
産
組
合
条
項
付
嫁

資
制
（reg

im
e d
o
ta
l a
v
ec so

ciete
d
’a
cq
u
ets

）」
と
い
わ
れ
る
。

８
）

詳
細
は
宮
崎
「
仏
蘭
西
婚
姻
法
」、
宮
崎
「
フ
ラ
ン
ス
婚
姻
法
」、

山
口
『
概
説
・
上
』
四
〇
八

四
二
九
頁
参
照
。

９
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
V
III,

n
°398,

p
.
436.

10
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
V
III,

n
°413,

p
.
451.

11
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
IX
,
n
°990,

p
.
403.

12
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
IX
,
n
°1006,

p
.
426.

13
）

C
iv
.
29 a

o
u
t 1848,

D
.
1848.

1.
214,

S
.
1848.

1.
721;

R
eq
.

18 fev
.
1851,

D
.
1851.

1.
81,

S
.
1853.

1.
729;

C
iv
.
26 a

o
u
t

 
1851,

D
.
1851.

1.
283,

S
.
1851.

1.
805;

C
iv
.
4 a

o
u
t 1856,

D
.

1856.
1.
335,

S
.
1857.

1.
216;

C
iv
.
6 d
ec.

1859,
D
.1859.1.501,

S
.
1860.

1.
644;

R
eq
.
1

a
o
u
t 1866,

D
.
1866.

1.
446,

S
.
1866.

1.
363.

C
f.
P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
IX
,
n
°1106,

p
p
.
552

555 et
 

n
°1166,

p
p
.
648

650.

香
山
「
基
本
的
性
格
（
１
）」
二
二
八
頁
参

照
。３

関
連
規
定

⑴

一
八
〇
四
年
法

一
〇

一
九
世
紀
全
体
を
通
し
て
、
一
八
〇
四
年
法
の
法
定
抵
当

権
関
連
規
定
の
修
正
は
、
少
な
い
。
一
八
〇
四
年
法
第
三
編
第
一
八

章
「
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
」
の
法
定
抵
当
権
関
連
規
定
中
、
本
稿

と
関
連
す
る
規
定
は
、
以
下
で
あ
る
。

第
二
一
一
六
条

抵
当
権
は
法
定
抵
当
権
、
裁
判
上
の
抵
当
権
又
は

合
意
に
よ
る
抵
当
権
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
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第
二
一
一
七
条

法
定
抵
当
権
は
法
律
か
ら
生
じ
る
。

裁
判
上
の
抵
当
権
は
判
決
又
は
裁
判
上
の
行
為
か
ら
生
じ
る
。

合
意
に
よ
る
抵
当
権
は
合
意
及
び
契
約
証
書
の
形
式
（fo

rm
e

 
ex
terieu

re d
es a

ctes et d
es co

n
tra
ts

）
を
備
え
た
抵
当
権
で
あ

る
。第

二
一
二
一
条

法
定
抵
当
権
が
付
与
さ
れ
る
権
利
及
び
債
権
は
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

妻
の
権
利
及
び
債
権
に
つ
き
、
夫
の
財
産
に
対
し
て
。

未
成
年
者
及
び
禁
治
産
者
（in

terd
its

）
の
権
利
及
び
債
権
に
つ
き
、

後
見
人
（tu

teu
r

）
の
財
産
に
対
し
て
。

国
、
市
町
村
及
び
公
施
設
の
権
利
及
び
債
権
に
つ
き
、
収
入
役
及
び

会
計
吏
の
財
産
に
対
し
て
。

第
二
一
二
二
条

法
定
抵
当
権
者
は
、
債
務
者
が
所
有
す
る
不
動
産

及
び
債
務
者
が
将
来
所
有
す
る
不
動
産
の
す
べ
て
に
つ
き
、
そ
の
権
利

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
修
正
す
る
規
定
が
あ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
一
三
四
条

債
権
者
間
に
お
い
て
は
、
法
定
抵
当
権
、
裁
判
上

の
抵
当
権
又
は
合
意
に
よ
る
抵
当
権
の
順
位
は
、
法
律
に
規
定
す
る
手

続
に
従
い
債
権
者
が
保
存
吏
の
帳
簿
に
な
し
た
登
記
の
日
付
の
前
後
に

よ
る
。

第
二
一
三
五
条

次
に
掲
げ
る
抵
当
権
は
登
記
と
は
無
関
係
に
成
立

す
る
。

一

未
成
年
者
及
び
禁
治
産
者
の
抵
当
権
。
こ
の
抵
当
権
は
、
財
産

管
理
の
た
め
に
、
後
見
受
諾
日
か
ら
後
見
人
が
所
有
す
る
不
動
産
に
成

立
す
る
。

二14
）

イ

妻
の
抵
当
権
。
こ
の
抵
当
権
は
、
嫁
資
（d

o
t

）
及
び
夫

婦
財
産
制
約
定
（co

n
v
en
tio
n
s m

a
trim

o
n
ia
les

）
に
つ
い
て
は
、

婚
姻
日
か
ら
夫
の
不
動
産
に
成
立
す
る
。

ロ

妻
は
、
婚
姻
中
の
相
続
又
は
贈
与
か
ら
生
じ
た
嫁
資
金
銭

（so
m
m
es d

o
ta
les

）
に
つ
い
て
は
、
相
続
開
始
又
は
贈
与
が
効
力
を

生
じ
た
日
か
ら
に
限
り
、
抵
当
権
を
有
す
る
。

ハ

妻
は
、
夫
と
と
も
に
負
担
し
た
債
務
の
補
償
金
（in

d
em
-

n
ite

）
及
び
譲
渡
さ
れ
た
固
有
財
産
（p

ro
p
res

）
の
買
換
え
（rem

-

p
lo
i

）
に
つ
い
て
は
、
債
務
負
担
日
又
は
売
却
日
か
ら
に
限
り
、
抵
当

権
を
有
す
る
。

ニ

す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
本
条
の
規
定
は
本
章
公
布
以
前
に

第
三
者
が
取
得
し
た
権
利
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
二
一
四
〇
条

夫
婦
財
産
契
約
に
お
い
て
、
成
年
当
事
者
が
夫
の

一
つ
又
は
複
数
の
不
動
産
に
限
り
登
記
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
と
き
は
、

登
記
の
た
め
に
指
定
（in

d
ica
tio
n

）
さ
れ
な
か
っ
た
不
動
産
の
法
定

抵
当
権
は
、
妻
の
嫁
資
並
び
に
取
戻
し
及
び
夫
婦
財
産
制
約
定
に
つ
き

消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
夫
の
不
動
産
の
す
べ
て
に
登
記
し
な
い
こ
と
を

合
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
一
四
二
条

第
二
一
四
〇
条
及
び
第
二
一
四
一
条
の
場
合
に
お

い
て
、
夫
、
後
見
人
及
び
後
見
監
督
人
は
、
指
定
さ
れ
た
不
動
産
に
つ

い
て
の
み
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
四
四
条

夫
は
、
前
条
と
同
様
の
場
合
に
つ
き
、
妻
の
合
意

を
得
た
上
で
、
家
族
会
に
集
っ
た
最
近
親
者
四
名
の
意
見
を
聞
い
た
後
、

嫁
資
、
取
戻
し
及
び
夫
婦
財
産
制
約
定
を
担
保
す
る
た
め
の
す
べ
て
の

不
動
産
の
包
括
抵
当
権
を
、
妻
の
権
利
の
完
全
な
保
全
の
た
め
に
十
分

な
不
動
産
に
制
限
（restrictio

n

）
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
二
一
四
五
条

夫
及
び
後
見
人
の
請
求
に
基
づ
く
判
決
は
、
政
府

委
員
（co

m
m
issa

ire d
u
 
G
o
u
v
ern

em
en
t

）
の
意
見
を
聴
取
し
た

後
、
対
審
形
式
で
下
さ
れ
る
。

裁
判
所
が
数
個
の
不
動
産
へ
の
抵
当
権
の
縮
減
（red

u
ctio

n

）
を

宣
言
し
た
と
き
は
、
そ
れ
以
外
の
登
記
は
抹
消
さ
れ
る
。

⑵

一
八
三
八
年
法

一
一

一
八
〇
七
年
の
商
法
典
（
以
下
「
一
八
〇
七
年
商
法
」
と

い
う
。）
は
、
夫
の
破
産
（fa

illite

）
時
に
お
け
る
法
定
抵
当
権
の

処
遇
を
規
定
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
規
定
を
納
め
た
商
法
典

第
三
編
「
破
産
及
び
破
産
犯
罪
（D

es fa
illites et d

es b
a
n
q
u
er-

o
u
tes

）」
は
、
一
八
三
八
年
五
月
二
八
日
法
（
以
下
「
一
八
三
八
年

改
正
商
法
」
と
い
う
。）
に
よ
り
大
き
く
改
正
さ
れ
る
。
一
八
〇
七

年
商
法
の
規
定
は
必
要
に
応
じ
て
引
用
す
る
に
留
め
、
こ
こ
で
は
一

八
三
八
年
改
正
商
法
の
関
連
規
定
を
見
る
。

第
四
四
六
条

債
務
者
が
裁
判
所
が
支
払
停
止
（cessa

tio
n
 
d
es

 
p
a
iem

en
ts

）
と
定
め
た
時
期
以
降
又
は
こ
の
時
期
の
前
一
〇
日
以
内

に
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
は
、
債
権
者
団
体

（m
a
sse

）
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
無
効
（n

u
ls
 
et
 
sa
n
s

 
effet

）
と
す
る
。

無
償
名
義
に
よ
る
動
産
所
有
権
又
は
不
動
産
所
有
権
の
移
転
行
為
の

す
べ
て
。

弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
の
た
め
に
す
る
現
金
、
譲
渡
、
売
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買
、
相
殺
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
支
払
い
の
す
べ
て
、
及
び
弁
済
期
の

到
来
し
た
債
務
の
た
め
に
す
る
現
金
又
は
商
業
証
券
以
外
の
方
法
に
よ

る
支
払
い
の
す
べ
て
。

既
存
の
債
務
の
た
め
に
債
務
者
の
財
産
に
設
定
さ
れ
た
、
合
意
に
よ

る
抵
当
権
又
は
裁
判
上
の
抵
当
権
の
す
べ
て
、
及
び
不
動
産
質
又
は
質

権
の
す
べ
て
。

第
五
六
三
条

婚
姻
挙
式
時
に
夫
が
商
人
で
あ
る
と
き
、
又
は
婚
姻

挙
式
時
に
他
の
一
定
の
職
を
有
さ
な
い
夫
が
挙
式
か
ら
一
年
以
内
に
商

人
と
な
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
権
利
に
つ
き
、
妻
の
法
定
抵
当
権

の
目
的
物
は
、
婚
姻
挙
式
時
に
夫
が
所
有
し
て
い
た
不
動
産
、
又
は
婚

姻
挙
式
時
以
降
に
夫
が
相
続
、
生
前
贈
与
若
し
く
は
遺
言
贈
与
に
よ
り

取
得
し
た
不
動
産
に
限
る
。

一

妻
が
嫁
資
と
し
て
持
参
し
た
金
銭
及
び
動
産
、
又
は
、
婚
姻
挙

式
後
に
相
続
又
は
生
前
若
し
く
は
遺
言
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
金
銭
及

び
動
産
の
う
ち
妻
が
そ
の
引
渡
し
又
は
支
払
い
を
確
定
日
付
付
証
書
に

よ
り
証
明
し
た
も
の
。

二

婚
姻
中
に
譲
渡
さ
れ
た
財
産
の
買
換
え
。

三

妻
が
夫
と
と
も
に
負
担
し
た
債
務
の
補
償
金
。

第
五
六
四
条

婚
姻
挙
式
時
に
夫
が
商
人
で
あ
る
と
き
、
又
は
婚
姻

挙
式
時
に
他
の
一
定
の
職
を
有
さ
な
い
夫
が
挙
式
か
ら
一
年
以
内
に
商

人
と
な
っ
た
と
き
は
、
妻
は
、
破
産
の
場
合
に
お
い
て
、
夫
婦
財
産
契

約
に
記
載
さ
れ
た
利
益
に
つ
き
権
利
（a

ctio
n

）
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
妻
の
債
権
者
も
、
同
一
契
約
に

お
い
て
妻
の
夫
に
対
す
る
利
益
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑶

一
八
五
五
年
法

一
二

一
八
五
五
年
三
月
二
三
日
法
（
以
下
「
一
八
五
五
年
法
」

と
い
う
。）
は
、
一
八
〇
四
年
法
の
法
定
抵
当
権
の
準
則
を
修
正
す

る
。
関
連
規
定
は
以
下
で
あ
る
。

第
三
条

謄
記
（tra

n
scrip

tio
n

）
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
前
二
条

に
規
定
す
る
証
書
及
び
判
決
か
ら
生
じ
る
権
利
は
、
不
動
産
に
権
利
を

取
得
し
、
か
つ
法
律
の
規
定
に
従
い
そ
れ
を
保
存
し
た
第
三
者
に
対
抗

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

謄
記
さ
れ
て
い
な
い
賃
借
権
は
、
一
八
年
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
六
条

謄
記
が
な
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
先
取
特
権
者
又
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
法
典
第
二
一
二
三
条
、
第
二
一
二
七
条
及
び
第
二
一
二
八
条
の

抵
当
権
者
は
、
前
所
有
者
に
対
し
て
有
効
に
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
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な
い
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
主
又
は
共
同
分
割
人
（co

p
a
r-

ta
g
ea
n
t

）
は
、
売
買
行
為
又
は
分
割
行
為
日
か
ら
四
五
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
こ
の
期
間
内
に
証
書
の
謄
記
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
法
典
第
二
一
〇
八
条
及
び
第
二
一
〇
九
条
の
先
取
特
権
の
登
記
を

有
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
事
訴
訟
法
第
八
三
四
条
及
び
第
八
三
五
条
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

第
八
条

寡
婦
（v

eu
v
e

）、
成
年
に
達
し
た
未
成
年
者
、
禁
治
産

（in
terd

ictio
n

）
を
解
除
さ
れ
た
禁
治
産
者
及
び
こ
れ
ら
の
相
続
人
又

は
承
継
人
が
婚
姻
解
消
又
は
後
見
終
了
後
一
年
以
内
に
登
記
を
し
な
い

場
合
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
抵
当
権
は
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て

は
後
に
登
記
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
に
限
り
日
付
を
取
得
す
る
。

第
九
条

妻
が
法
定
抵
当
権
の
譲
渡
又
は
放
棄
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
譲
渡
又
は
放
棄
は
、
公
署
証
書
（a

cte

15
）

a
u
th
en
tiq
u
e

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲
受
人
は
、

抵
当
権
登
記
又
は
先
行
登
記
余
白
へ
の
代
位
の
記
載
に
よ
る
限
り
で
、

そ
れ
を
第
三
者
に
対
し
て
取
得
す
る
。

登
記
又
は
記
載
の
日
付
は
、
譲
渡
又
は
放
棄
を
得
た
者
が
妻
の
抵
当

権
を
行
使
す
る
順
位
を
決
定
す
る
。

14
）

二
一
三
五
条
二
号
中
の
イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
は
、
著
者
が
便
宜
的
に

付
し
た
も
の
。
原
文
に
は
存
在
し
な
い
。

15
）

著
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
《a

cte a
u
th
en
tiq
u
e

》
を
「
公
正

証
書
」
と
訳
し
た
（
香
山
「
基
本
的
性
格
（
１
）」
二
二
二
頁
）。
し

か
し
、
本
稿
は
、
そ
れ
に
、
よ
り
一
般
的
な
「
公
署
証
書
」
の
訳
語

（
山
口
『
辞
典
』
一
〇
頁
参
照
）
を
充
て
た
。
ま
た
、
本
稿
は
、

《a
cte n

o
ta
ie

》
を
「
公
証
人
証
書
」
と
訳
し
た
。

二

成
立
要
件

一
三

法
定
抵
当
権
は
、
婚
姻
の
事
実
の
結
果
と
し
て
妻
に
認
め

ら
れ
る
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
定
抵
当
権
が
成
立
す
る
た

め
に
は
、
婚
姻
が
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
有
効
で
さ
え
あ

れ
ば
よ
い16

）。

婚
姻
が
無
効
と
な
っ
た
と
き
は
、
法
定
抵
当
権
は
遡
及
的
に
消
滅

す
る
。
た
だ
し
、
妻
が
無
効
原
因
を
知
ら
ず
に
婚
姻
を
し
た
と
き
、

つ
ま
り
誤
想
婚
（m

a
ria
g
e

17
）

p
u
ta
tif

）
の
と
き
は
、
法
定
抵
当
権

は
、
妻
が
婚
姻
無
効
の
宣
言
日
ま
で
に
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
債
権

を
担
保
す
る
た
め
に
存
続
す
る
（
二
〇
一

二
〇
二
条18

））。

一
四

法
定
抵
当
権
の
成
否
に
夫
婦
財
産
制
の
種
類
は
関
係
な
い
。
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つ
ま
り
婚
姻
時
に
夫
婦
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
夫
婦
財
産
制
を
選
択

し
て
も
、
法
定
抵
当
権
は
認
め
ら
れ
る
。
約
定
に
よ
る
別
産
制
（⇒

七
）
の
場
合
は
勿
論
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制
（⇒

七
）
の
場
合
も
、

妻
は
法
定
抵
当
権
を
有
す
る19

）。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制

が
認
め
ら
れ
た
後
に
、
妻
が
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
債
権
も
、
法
定

抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制

が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
婚
姻
が
解
消
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
嫁
資
制
を
選
択
し
て
婚
姻
し
た
妻
も
当
然

に
法
定
抵
当
権
を
取
得
す
る
が
、
こ
の
法
定
抵
当
権
は
、
近
世
法
に

お
い
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
特
権
的
抵
当
権
で
は
な
い
（
一
五
七
二

条
）。
し
た
が
っ
て
、
嫁
資
制
の
妻
が
有
す
る
法
定
抵
当
権
も
一
般

の
法
定
抵
当
権
と
同
一
の
準
則
に
服
す
る
。

一
五

妻
が
商
人
を
夫
と
し
、
そ
の
夫
が
破
産
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
法
定
抵
当
権
の
成
立
は
否
定
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
一
八

〇
七
年
商
法
四
四
三
条
は
「
破
産
開
始
前
一
〇
日
以
内
に
お
い
て
は
、

誰
も
破
産
者
の
財
産
に
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
を
取・
得・
す・
る・
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
（
支
払
停
止
後
又
は
そ
の
前
一
〇
日
以
内

の
期
間
は
「
疑
わ
し
き
期
間
（p

erio
d
e su

sp
ecte

）」
と
い
わ
れ

る
）
の
で
、
こ
の
期
間
中
に
商
人
と
婚
姻
を
し
た
妻
に
つ
い
て
は
、

法
定
抵
当
権
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と

な
っ
た20

）が
、
一
八
三
八
年
改
正
商
法
四
四
六
条
は
、
債
権
者
団
体
に

対
し
て
効
果
を
主
張
で
き
な
い
抵
当
権
は
、
疑
わ
し
き
期
間
中
に

「
設・
定・
さ・
れ・
た・
…
合
意
に
よ
る
抵
当
権
又
は
裁
判
上
の
抵
当
権
の
す

べ
て
」
で
あ
る
と
規
定
し
た
の
で
、
こ
の
問
題
は
立
法
的
に
解
決
さ

れ
た21

）。
す
な
わ
ち
、
疑
わ
し
き
期
間
中
の
婚
姻
で
あ
っ
て
も
、
法
定

抵
当
権
の
成
立
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

16
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
216,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°974,

p
.
75.

17
）

誤
想
婚
の
詳
細
に
つ
い
て
は
山
口
『
概
説
・
上
』
四
〇
三

四
〇

四
頁
参
照
。

18
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
217,

tex
te et n

o
te 3;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

974,
p
.
75.

19
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
217,

tex
te et n

o
tes

 
4 a

5;
B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.

II,
n
°973,

p
.
74.

20
）

C
f.
A
u
b
ry et R

a
u
,
1

ed
.,
t.II,

264,p
p
.126

127,n
o
te

 
19.

21
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
217,

n
o
te 1;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°979,

p
.
81.
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三

被
担
保
債
権

１

包
括
性

一
六

二
一
三
五
条
二
号
は
、
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
を
列

挙
す
る
。
し
か
し
、
二
一
三
五
条
二
号
は
法
定
抵
当
権
の
順
位
取
得

日
を
定
め
る
規
定
で
し
か
な
く
、
何
が
被
担
保
債
権
で
あ
る
か
に
つ

い
て
を
定
め
る
の
は
、
専
ら
、
二
一
二
一
条
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

夫
に
対
す
る
「
妻
の
権
利
及
び
債
権
」
で
あ
れ
ば
、
二
一
三
五
条
二

号
列
挙
債
権
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
法
定
抵
当
権
の
被

担
保
債
権
と
な
り
う
る22

）。
す
な
わ
ち
、
被
担
保
債
権
は
包
括
的
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
二
一
三
五
条
二
号
に
列
挙
さ
れ
た
債
権
以
外
の
も

の
を
被
担
保
債
権
と
す
る
法
定
抵
当
権
の
順
位
取
得
日
に
つ
い
て
は
、

議
論
が
あ
る
（⇒

五
八

七
六
）。

一
八
〇
四
年
法
に
お
い
て
は
、
被
担
保
債
権
の
種
類
だ
け
で
な
く
、

そ
の
数
額
に
つ
い
て
も
限
定
は
な
い
。
つ
ま
り
、
夫
婦
財
産
契
約
に

お
け
る
被
担
保
債
権
及
び
被
担
保
債
権
額
の
特
定
は
要
求
さ
れ
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
一
八
〇
四
年
法
の
成
立
過
程
に
お
け
る
プ
レ
ア
ム
ヌ

ウ
の
次
の
よ
う
な
言
説
の
中
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
曰
く
、

非
特
定
的
抵
当
権
（h

y
p
o
th
eq
u
es in

d
eterm

in
ees

）﹇
の
被
担

保
債
権
﹈
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
概
算
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

﹇
事
前
に
﹈
評
価
（ev

a
lu
a
tio
n

）
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
婚
姻

の
全
期
間
に
わ
た
り
、
夫
の
財
産
に
基
づ
き
妻
の
抵
当
権
に
よ
り
保

証
さ
れ
う
る
権
利
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
評
価
す
る
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
。
悪
し
き
管
理
の
結
果
、
時
効
に
よ
り
失
う
に
至
る
権
利
、
相

続
そ
の
他
に
よ
り
妻
が
取
得
す
る
財
産
、
夫
が
異
議
を
申
し
立
て
ず

又
は
保
存
も
し
な
か
っ
た
財
産
を
、
ど
の
よ
う
に
予
想
す
る
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
夫
が
責
任
を
負
う
べ
き
、
す
べ
て
の
過

ち
（fa

u
tes

）
を
、
ど
の
よ
う
に
予
測
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

…
見
て
く
れ
（a

p
p
a
ra
n
ce

）
で
夫
の
こ
と
を
評
価
す
る
と
、
確
実

に
妻
…
は
危
険
に
曝
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、
婚
姻

…
開
始
時
に
お
い
て
は
、﹇
夫
の
﹈
見
て
く
れ
は
決
し
て
悪
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。﹇
妻
の
﹈
現
有
財
産
に
基
づ
き
﹇
被
担
保
債
権
額
の
﹈

計
算
を
す
る
こ
と
も
、﹇
同
様
に
﹈
妻
を
危
険
に
曝
す
の
で
は
な
い

か
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
姻
中
に
お
い
て
は
常
に
増
加
す
る
一
方
の
﹇
妻

の
﹈
資
産
は
、
よ
り
強
力
な
保
証
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
…
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
﹇
の
被
担
保
債
権
額
﹈
は
、
評
価

の
対
象
と
は
な
り
え
な
い23

）」。

一
七

夫
に
対
す
る
「
妻
の
権
利
及
び
債
権
」
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
債
権
が
、
妻
が
妻・
の・
資・
格・
で
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
、
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い24

）。
し

た
が
っ
て
、
以
下
の
債
権
は
、
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な・
ら・
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な・
い・
（⇒

①

③
）。

①

妻
が
婚
姻
挙
式
前
に
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
債
権
。
し
か
し
、

婚
姻
挙
式
前
の
債
権
で
あ
っ
て
も
、
妻
が
婚
姻
に
あ
た
り
こ
の
債
権

を
持
寄
財
産
と
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い25

）。

②

財
産
管
理
と
無
関
係
な
、
通
常
の
不
法
行
為
（d

elit

）
に

よ
り
、
妻
が
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
損
害
賠
償
請
求
権26

）。

③

妻
が
婚
姻
解
消
後
に
夫
に
対
し
て
取
得
し
た
債
権
。
し
か
し
、

例
外
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
一
年
三
月
九
日
法
改
正

二
〇
五
条
は
「
先
死
配
偶
者
（ep

o
u
x
 
p
red

eced
e

）
の
相
続
財
産

は
…
生
残
配
偶
者
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
れ
を
請
求
す
る
期

間
は
死
亡
か
ら
一
年
に
限
ら
れ
る
が
、
分
割
の
場
合
は
分
割
終
了
時

ま
で
延
長
さ
れ
る
。
扶
養
定
期
金
（p
en
sio
n
 
a
lim

en
ta
ire

）
は

相
続
財
産
か
ら
控
除
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
判
例
は
、
こ
の

扶
養
定
期
金
債
権
が
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
こ
と
を
認

め
る
（⇒

一
九
②
）。

一
八

二
一
三
五
条
二
号
が
列
挙
す
る
債
権
（⇒

二
〇

二
九
）

の
他
、
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な・
る・
も
の
の
例
と
し
て
以
下

の
も
の
が
あ
る
（⇒

①

⑦
）。

①

妻
の
固
有
財
産
管
理
に
お
け
る
、
夫
の
汚
職
行
為

（m
a
lv
ersa

tio
n
s

）
又
は
非
行
（fa

u
tes

）
を
原
因
と
し
て
、
妻
が

夫
に
対
し
て
取
得
す
る
補
償
金
請
求
権27

）。
よ
り
具
体
的
に
は
、
妻
の

財
産
を
毀
損
し
た
又
は
妻
の
財
産
の
維
持
管
理
を
怠
っ
た
た
め
に
妻

の
財
産
価
値
が
低
下
し
た
と
き28

）、
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り
第
三
者
又

は
夫
が
妻
に
対
し
て
不
動
産
を
贈
与
し
た
が
当
該
不
動
産
の
謄
記

（
一
八
五
五
年
法
三
条
一
項
・
六
条
一
項
）
を
夫
が
怠
っ
た
と
き29

）、
妻

の
嫁
資
財
産
に
つ
き
夫
が
時
効
を
中
断
し
な
か
っ
た
た
め
に
第
三
者

が
そ
れ
を
時
効
取
得
し
て
し
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
お
い
て
、
妻
が
夫

に
対
し
て
取
得
す
る
補
償
金
請
求
権
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

②

妻
が
裁
判
に
よ
る
別
産
制
（⇒

七
）
を
請
求
し
た
場
合
に
要

し
た
訴
訟
費
用
の
償
還
請
求
権30

）。

③

別
居31

）又
は
離
婚32

）の
さ
い
の
訴
訟
費
用
の
償
還
請
求
権
。

④

妻
は
、
共
通
制
を
採
択
し
な
か
っ
た
場
合
又
は
別
産
制
を

採
択
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
贈
与
、
譲
渡
、
抵
当
権
設
定
、
有
償

又
は
無
償
取
得
を
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
当
該
行
為
へ
の
夫
の
協
力

又
は
書
面
に
よ
る
同
意
が
必
要
で
あ
る
」

二
一
七
条
）。
夫
が
同
意

を
与
え
な
か
っ
た
場
合
は
、

妻
は
共
同
住
所
の
郡
内
に
あ
る
第
一

審
裁
判
所
に
夫
を
直
接
召
喚
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

二
一
九
条
）。

そ
し
て
、
こ
れ
に
要
し
た
費
用
の
償
還
請
求
権
は
法
定
抵
当
権
の
被

担
保
債
権
で
あ
る33

）。

⑤

婚
姻
解
消
時
に
お
け
る
妻
の
権
利
及
び
取
戻
し
の
保
全
及
び

清
算
（liq

u
id
a
tio
n

）
に
要
し
た
費
用
の
償
還
請
求
権34

）。

⑥

嫁
資
制
（⇒

八
）
の
場
合
に
お
い
て
、
嫁
資
外
財
産
に
つ
き
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妻
が
夫
に
対
し
て
取
得
す
る
債
権
（
一
五
七
七

一
五
七
九
条
参
照35

））。

⑦

別
産
制
の
夫
は
妻
の
財
産
の
管
理
を
有
さ
な
い
（⇒

七
）
が
、

妻
が
自
己
の
財
産
に
つ
き
夫
に
対
し
て
債
権
を
取
得
す
る
場
合
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
一
五
三
九
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
別
産
制
の
妻
（fem

m
e sep

a
ree

）
が
、
夫
に
自
己
の
財
産
の
収

益
を
な
さ
し
め
た
と
き
は
、
夫
は
、
妻
の
請
求
又
は
婚
姻
解
消
に
よ

り
、
現
存
果
実
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
夫
は
、
そ
の
時
ま
で
に
消
費
し
た
果
実
に
つ
い
て
は
、
計
算
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
」。
そ
し
て
、
こ
の
債
権
は
法
定
抵
当
権
の
被

担
保
債
権
と
な
る36

）。

一
九

婚
姻
中
の
夫
婦
は
互
い
に
扶
養
義
務
を
負
う
（
二
一
二

条
）
の
で
、
別
居
訴
訟
中
、
離
婚
訴
訟
中
又
は
別
居
後
で
さ
え
も
、

妻
は
判
決
に
よ
り
扶
養
定
期
金
債
権
を
取
得
す
る
。
ま
た
、
離
婚
後

（
三
〇
一
条
）
又
は
夫
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
後
（
一
八
九
一
年
三

月
九
日
法
改
正
二
〇
五
条
）

⇒

一
七
③
）
で
あ
っ
て
も
、
妻
に
扶

養
定
期
金
債
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
扶
養
定
期

金
債
権
が
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
議

論
が
あ
る
（⇒

①

②
）。

①

オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、
法
定
抵
当
権
は
夫
に
よ
る
財
産
管
理

の
結
果
生
じ
た
債
権
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
扶
養
定
期
金

債
権
は
財
産
管
理
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
扶
養
定
期
金

債
権
が
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
こ
と
を
否
定
す
る37

）。

②

判
例
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
扶
養
定
期
金
債
権
が
法
定
抵
当

権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
こ
と
を
肯
定
す
る38

）。
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ

ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
、
こ
れ
に
賛
同

す
る39

）。
曰
く
、

二
一
二
一
条
の
文
言
は
包
括
的
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
な
ん
ら
の
区
分
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
法
律
が
保
護
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
は
、
妻
の
資
産
だ
け
で
は
な
い
。
法
律
は
、
夫
に
対

し
て
妻
が
取
得
す
る
債
権
の
す
べ
て
を
保
護
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
一
二
一
条
は
妻
の
資
格
に
起
源
を
有

す
る
債
権
の
、
す
べ
て
を
含
む40

）」。

22
）

C
iv
.
25 fev

.
1891,

D
.
1891.

1.
201,

S
.
1891.

1.
157.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
217

218,
tex

te et n
o
te

 
7;
B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°980,

p
.
82.

23
）

F
en
et,

t.
X
V
,
p
.
235.

香
山
「
基
本
的
性
格
（
２
）」
一
二

三
頁
参
照
。

24
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
218,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°980,

p
.
82.

25
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°980,

p
.
82.

26
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,
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n
°980,

p
.
82.

27
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
219,

tex
te et n

o
te 8.

C
f.
B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°984,

p
.
89.

28
）

R
eq
.
27 d

ec.
1859,

D
.
1860.

1.
105,

S
.
1861.

1.
87.

29
）

C
iv
.
10 m

a
rs 1840,

S
.
1840.

1.
217.

30
）

C
iv
.
4 fev

.
1868,

D
.
1868.

1.
57,

S
.
1868.

1.
113;

C
iv
.
10

 
fev

.
1892,

D
.
1892.

1.
118.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,

p
.
218,

tex
te
 
et
 
n
o
te
 
9;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie

 
et
 
d
e

 
L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°996,

p
.
106.

31
）

C
iv
.
25 ju

in
 
1895,

D
.
1897.

1.
553,

S
.
1895.

1.
348.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
218,

tex
te et n

o
te 10;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

981,
p
p
.
85

86 et n
°996,

p
.
106.

32
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°981,

p
p
.
85

86 et n
°996,

p
.
106.

33
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
219,

tex
te et n

o
te 11;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

996,
p
.
106.

34
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
219,

tex
te et n

o
te 12;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

996,
p
.
106.

35
）

C
iv
.
11 ju

in 1822,
J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°881

2°,
S
.

1822.
1.
379;

R
eq
.
6 ju

in 1826,
J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°881

2°,
S
.
1826.

1.
461;

C
iv
.
28 ju

ill.
1828,

J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°881

2°,
S
.
1828.

1.
297;

C
iv
.
5 d

ec.
1832,

S
.
1833.

1.
113;

R
eq
.
9 a
o
u
t 1852,

D
.
1853.

1.
155,

S
.
1853.

1.
197;

C
iv
.
4 fev

.

1868,
D
.
1868.

1.
57,

S
.
1868.

1.
113;

C
iv
.
31 m

a
rs 1879,

D
.

1879.
1.
425;

R
eq
.
1

m
a
i 1893,

D
.
1894.

1.
57,

S
.
1894.

1.

281.-
A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
219,

tex
te et n

o
tes

 
13 a

14;
B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,

n
°996,

p
.
107.

36
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1492,

p
.
622.

C
f.
A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
245

246,
tex

te et n
o
te 78.

37
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
218,

n
o
te 6.

38
）

C
iv
.
25 ju

in 1895,
D
.
1897.

1.
553,

S
.
1895.

1.
348.

39
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°981,

p
p
.
84

85.

40
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°981,

p
.
84.

２

二
一
三
五
条
二
号
列
挙
債
権

⑴

例
示
列
挙

二
〇

二
一
三
五
条
二
号
は
、
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の
う
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ち
、
以
下
の
五
つ
を
列
挙
す
る
。
す
な
わ
ち
、

嫁
資
」

⇒

二
一

二
二
）、

夫
婦
財
産
制
約
定
」

⇒

二
三

二
五
）、

婚
姻
中
の
相
続

又
は
贈
与
か
ら
生
じ
た
嫁
資
金
銭
」

⇒

二
六
）、

夫
と
と
も
に
負

担
し
た
債
務
の
補
償
金
」

⇒

二
七

二
八
）、

譲
渡
さ
れ
た
固
有
財

産
の
買
換
え
」

⇒

二
九
）。
二
一
三
五
条
二
号
は
例
示
列
挙
に
過
ぎ

な
い
（⇒

一
六
）
が
、
い
ず
れ
も
被
担
保
債
権
と
し
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
り
う
る
債
権
の
う
ち
、

あ
る
債
権
が
、
こ
れ
ら
五
つ
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
、
又
は
、
い
ず

れ
に
も
あ
た
ら
な
い
か
に
よ
り
、
法
定
抵
当
権
の
順
位
取
得
日
に
違

い
が
生
じ
る
（⇒

五
八

七
六
）。

⑵

嫁
資

二
一

二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
嫁
資
」
は
、
嫁
資
制

（⇒

八
）
に
お
け
る
嫁
資
財
産
だ
け
で
な
く
、
婚
姻
費
用
を
負
担
す

る
た
め
に
妻
が
夫
に
持
ち
寄
っ
た
財
産
、
す
な
わ
ち
持
寄
財
産
の
す

べ
て
を
指
す
。
た
だ
し
、
そ
の
取
戻
請
求
権
が
法
定
抵
当
権
の
被
担

保
債
権
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
取
戻
し
が
明
示
又
は
黙
示
で
合
意

さ
れ
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な41

）い42
）。

二
二

二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
嫁
資
」
に
含
ま
れ
る

も
の
は
、
そ
う
多
く
な
い
（⇒

①

⑤43
））。

①

夫
は
妻
の
固
有
財
産
を
単
独
で
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（⇒

四
②
）
の
で
、
夫
が
妻
の
不
動
産
を
無
断
で
処
分
し
た
と
し
て

も
、
妻
は
、
そ
の
固
有
財
産
自
体
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る44

）。
し

た
が
っ
て
、
法
定
抵
当
権
の
成
否
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
夫
に
よ
る

譲
渡
に
あ
た
り
妻
が
同
意
を
与
え
た
と
き
は
、
妻
は
夫
に
対
し
て
売

却
代
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二

一
三
五
条
二
号
ハ
が
規
定
す
る
（⇒

二
九
）。

②

取
り
戻
す
べ
き
財
産
が
現
物
で
存
在
し
て
い
る
と
き
は
、
妻

は
、
そ
の
現
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
法
定
抵
当
権
は

機
能
し
な
い45

）。
し
た
が
っ
て
、
法
定
又
は
約
定
共
通
制
（⇒

四

五
）

に
お
い
て
は
、
現
存
の
固
有
財
産
は
現
物
取
戻
し
（rep

rises
 
en

 
n
a
tu
re

）
の
対
象
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
（
一
四
七
〇
条
一
号46

））。

③

持
寄
財
産
が
共
通
財
産
の
一
部
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
持

分
（p

a
rt

）
の
取
戻
し
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
取
戻
請
求
権
は
妻

の
夫
に
対
す
る
債
権
で
は
な
く
、
妻
の
共
通
財
産
に
対
す
る
債
権
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
持
分
は
二
一
三
五
条
二
号
イ
が

規
定
す
る
「
嫁
資
」
に
含
ま
れ
ず
、
持
分
の
取
戻
請
求
権
は
法
定
抵

当
権
に
よ
り
担
保
さ
れ
な
い47

）。
妻
の
権
利
は
共
同
分
割
人
の
先
取
特

権
（
二
一
〇
三
条
三
号
）
に
よ
り
保
護
さ
れ
る48

）。

④

夫
婦
が
婚
姻
に
あ
た
り
無
共
通
制
（⇒

六
）
又
は
嫁
資
制

（⇒

八

九
）
を
選
択
し
か
つ
嫁
資
が
金
銭
で
あ
る
と
き49

）、
共
通
制
に

お
い
て
妻
が
金
銭
を
固
有
財
産
と
し
て
留
保
し
た
と
き
（⇒

五
②50

））、
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後
得
財
産
共
通
制
（⇒

五
①
）
を
選
択
し
た
妻
が
婚
姻
に
さ
い
し
て

金
銭
（
債
権
）
を
有
し
て
い
た
と
き51

）な
ど
に
お
け
る
、
返
還
の
対
象

と
な
る
金
銭
は
、
二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
嫁
資
」
に
あ

た
る
。

⑤

嫁
資
か
ら
生
じ
た
果
実
又
は
嫁
資
の
利
息
は
、
二
一
三
五
条

二
号
イ
が
規
定
す
る
「
嫁
資
」
に
含
ま
れ
る52

）。

⑶

夫
婦
財
産
制
約
定

二
三

夫
婦
財
産
制
約
定
」
の
概
念
は
多
義
的
で
あ
り
、
そ
れ

を
最
広
義
の
意
味
で
用
い
た
場
合
に
は
、
妻
が
夫
に
対
し
て
取
得
す

る
権
利
の
す
べ
て
が
「
夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
一
三
五
条
二
号
は
、
こ
れ
を
そ
の
よ

う
な
意
味
で
用
い
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
二
一
三
五
条
二
号
は
、

夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
と
、
そ
れ
以
外
の
債
権
と

を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る53

）。
そ
こ
で
、
二
一
三
五
条
二

号
イ
が
規
定
す
る
「
夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
は
次
の

二
類
型
の
債
権
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る54

）。
す
な
わ
ち
、
夫

が
妻
の
固
有
財
産
の
管
理
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
妻
が
夫
に
対
し

て
取
得
し
た
債
権
（⇒

二
四
）
と
、
婚
姻
上
の
利
益
（a

v
a
n
ta
g
es

 
m
a
trim

o
n
ia
u
x

）

⇒

二
五
）
で
あ
る
。

二
四

夫
婦
財
産
契
約
中
の
条
項
又
は
採
択
さ
れ
た
夫
婦
財
産
制

に
つ
い
て
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
夫
が
妻
の
固
有
財
産
に
つ
き
管
理

を
有
し
、
か
つ
妻
が
自
己
の
財
産
の
管
理
者
で
あ
る
夫
に
対
し
て
取

得
し
た
債
権
は
、
二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
夫
婦
財
産
制

約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
で
あ
る
（⇒

二
三55

））。

二
五

婚
姻
上
の
利
益
と
は
、
夫
婦
財
産
契
約
中
の
条
項
又
は
採

択
さ
れ
た
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
妻
に
与
え

ら
れ
た
利
益
の
こ
と
を
い
う
。
婚
姻
上
の
利
益
は
二
一
三
五
条
二
号

イ
が
規
定
す
る
「
夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
で
あ
る

（⇒

二
三
）

⇒

①

③
）。

①

法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
た
め
に
は
、
婚
姻
上
の

利
益
が
夫
の
固
有
財
産
を
目
的
と
し
、
か
つ
妻
が
夫
（
又
は
夫
の
相

続
財
産
）
の
債
権
者
と
な
る
場
合
に
限
ら
れ
る56

）。
し
た
が
っ
て
、
共

通
制
の
妻
が
共
通
財
産
を
承
認
し
た
場
合
（⇒

四
③
）
に
お
い
て
妻

が
共
通
財
産
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
、
又
は
持
寄

財
産
が
共
通
財
産
の
一
部
と
な
っ
た
場
合
の
妻
の
持
分
の
取
戻
請
求

権
（⇒

二
二
③
）
は
、
二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
夫
婦
財

産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
で
は
な
い
。
ま
た
、
無
償
先
取
条
項

に
従
い
共
通
財
産
を
承
認
し
た
妻
に
認
め
ら
れ
る
先
取
権
（
一
五
一

五
条
一
項
本
文
）

⇒

五
⑥
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る57

）。
も
っ
と

も
、
こ
の
先
取
権
が
共
通
財
産
を
放
棄
し
た
妻
に
も
認
め
ら
れ
る
旨

の
合
意
が
夫
婦
財
産
契
約
で
な
さ
れ
て
い
た
と
き
（
一
五
一
五
条
一
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項
但
書
）
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い58

）。
と
い
う
の
も
、

こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
妻
は
夫
に
対
す
る
債
権
を
有
し
て
い
る59

）」
か
ら
で
あ

る
。②

婚
姻
上
の
利
益
は
、
現
実
の
も
の
（a

ctu
el

）
で
あ
っ
て
も
、

未
確
定
な
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
ま
た
、
夫
の
現
在
財
産
を
目
的

と
し
て
も
、
将
来
財
産
を
目
的
と
し
て
も
よ
い60

）。
し
た
が
っ
て
、
夫

婦
財
産
契
約
に
お
い
て
な
さ
れ
た
夫
の
妻
に
対
す
る
現
在
財
産
を
目

的
と
す
る
贈
与
（
一
〇
八
一
条
）
又
は
生
残
配
偶
者
利
益
（g

a
in
s

 
d
e

61
）

su
rv
ie

）
に
と
ど
ま
ら
ず
、

夫
婦
財
産
契
約
に
よ
り
夫
婦
が
死

亡
時
に
所
有
す
る
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
夫
婦
の
た
め
に
…
処

分
」

一
〇
八
二
条
一
項
）
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
将
来
財
産
贈
与

（d
o
n
a
tio
n
 
d
e b

ien
s a

v
en
ir

）
又
は
契
約
に
よ
る
相
続
人
設
定

（in
stitu

tio
n
 
co
n
tra
ctu

elle

）
が
な
さ
れ
た
場
合62

）の
履
行
請
求
権

は
二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す
る
「
夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生

じ
た
債
権
に
含
ま
れ
る
。
な
お
、
将
来
財
産
贈
与
に
つ
い
て
は
、
法

定
抵
当
権
の
目
的
物
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一
〇
八
三
条
は

「
贈
与
者
は
、
贈
与
の
目
的
で
あ
る
物
を
無・
償・
で・
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
の
で
、
夫
が
贈
与
の
目
的
物
を
有・
償・
で・
処

分
し
た
と
き
は
、
妻
は
、
そ
の
物
の
第
三
取
得
者
又
は
抵
当
権
者
に

対
す
る
関
係
で
は
、
法
定
抵
当
権
を
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い63

）。

つ
ま
り
、

妻
は
、
夫
が
所
有
し
続
け
る
財
産
に
対
し
て
の
み
法
定

抵
当
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る64

）」。

③

夫
婦
財
産
契
約
に
条
項
が
な
く
と
も
、
法
律
の
規
定
に
よ
り

妻
が
取
得
す
る
未
確
定
な
権
利
は
、
二
一
三
五
条
二
号
イ
が
規
定
す

る
「
夫
婦
財
産
制
約
定
」
か
ら
生
じ
た
債
権
で
あ
る65

）。
す
な
わ
ち
、

夫
婦
財
産
制
の
種
類
を
問
わ
ず
「
妻
の
喪
服
（d

eu
il

）
費
用
は
先

死
夫
の
相
続
人
の
負
担
で
あ
る
」

一
四
八
一
条
一
項
）

一
五
七
〇

条
参
照
）
が
、
こ
の
喪
服
費
用
は
、
こ
れ
に
あ
た
る66

）。
ま
た
、
嫁
資

制
に
お
い
て
「
夫
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
妻
は
、
一
年
間
の
喪
の
期

間
中
の
嫁
資
の
利
息
を
要
求
す
る
か
、
又
は
同
一
期
間
中
夫
の
相
続

財
産
の
負
担
で
扶
養
料
を
給
付
さ
せ
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
」

一
五
七
〇
条
二
項
）
が
、
妻
が
扶
養
料
を
選
択
し
た
と
き
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る67

）。

⑷

婚
姻
中
の
相
続
又
は
贈
与
か
ら
生
じ
た
嫁
資
金
銭

二
六

法
定
共
通
制
に
お
い
て
は
「
夫
婦
が
婚
姻
挙
式
日
に
所
有

す
る
動
産
の
す
べ
て
、
及
び
婚
姻
中
に
相
続
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得

し
た
動
産
の
す
べ
て
」

一
四
〇
一
条
一
号
本
文
）
は
共
通
財
産
で

あ
る
（⇒

四
①
）
が
、

贈
与
者
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

同
条
同
号
但
書
）。
し
た
が
っ
て
、
遺
贈

者
又
は
贈
与
者
が
共
通
財
産
の
一
部
と
な
ら
な
い
こ
と
を
条
件
に
妻

に
金
銭
を
与
え
、
か
つ
、
そ
れ
を
夫
が
受
領
し
た
と
き
は
、
そ
の
金
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銭
が
、
二
一
三
五
条
二
号
ロ
が
規
定
す
る
「
婚
姻
中
の
相
続
又
は
贈

与
か
ら
生
じ
た
嫁
資
金
銭
」
に
あ
た
る68

）。

⑸

夫
と
と
も
に
負
担
し
た
債
務
の
補
償
金

二
七

共
通
財
産
又
は
夫
の
事
務
に
つ
き
夫
と
連
帯
し
て

（so
lid
a
irem

en
t

）
債
務
を
負
担
し
た
妻
は
、
…
妻
が
負
担
し
た
債

務
に
つ
き
、
夫
に
対
し
て
補
償
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
四
三
一
条
）。
そ
し
て
、
こ
の
補
償
金
が
、
二
一
三
五
条
二
号
ハ

が
規
定
す
る
「
妻
が
夫
と
と
も
に
負
担
し
た
債
務
の
補
償
金
」
に
あ

た
る69

）。
ま
た
、
妻
が
夫
の
既
存
の
債
務
を
任
意
で
弁
済
し
た
と
き
に

妻
が
夫
に
対
し
て
取
得
す
る
補
償
金
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ70

）る71
）。

二
八

妻
が
商
人
を
夫
と
し
、
か
つ
そ
の
夫
が
破
産
し
た
場
合
に

お
い
て
、
妻
が
疑
わ
し
き
期
間
（⇒

一
五
）
中
に
夫
と
と
も
に
債
務

を
負
担
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
法
定
抵
当
権
の
行
使
は
妨
げ
ら
れ

な
い
。
確
か
に
、
一
八
〇
七
年
商
法
四
四
三
条
（⇒

一
五
）
は
疑
わ

し
き
期
間
中
の
抵
当
権
取
得
の
す
べ
て
を
禁
じ
る
の
で
、
一
八
〇
七

年
商
法
に
お
い
て
は
、
法
定
抵
当
権
は
否
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
八
三
八
年
改
正
商
法
四
四
六
条
は
、
疑
わ
し
き
期
間
に

設
定
さ
れ
た
合
意
に
よ
る
抵
当
権
又
は
裁
判
上
の
抵
当
権
に
限
り
、

債
権
者
団
体
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
を
否
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
、
疑
わ
し
き
期
間
中
に
妻
が
夫
と
と
も
に
債
務
を
負
担
し
た
と
し

て
も
、
妻
は
法
定
抵
当
権
を
取
得
し
、
か
つ
そ
の
行
使
を
債
権
者
団

体
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
夫
の
既
存
の
債
権
者
が
、

疑
わ
し
き
期
間
中
に
、
債
務
者
の
妻
を
夫
の
保
証
人
に
し
、
妻
に
夫

に
対
す
る
法
定
抵
当
権
を
取
得
さ
せ
、
こ
の
法
定
抵
当
権
を
妻
と
の

合
意
に
よ
り
代
位
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ

り
、
債
権
者
は
、
一
八
三
八
年
改
正
商
法
四
四
六
条
が
認
め
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
疑
わ
し
き
期
間
中
に
債
務
者
の
不
動
産
に
物
的
担

保
を
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
は
、
代
位
の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
妻
が

夫
の
支
払
不
能
の
状
態
を
認
識
し
、
か
つ
夫
の
他
の
債
権
者
を
害
す

る
こ
と
を
承
知
の
上
で
特
定
の
債
権
者
を
代
位
さ
せ
た
と
き
に
つ
い

て
は
、
代
位
者
に
よ
る
法
定
抵
当
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い72

）。

⑹

譲
渡
さ
れ
た
固
有
財
産
の
買
換
え

二
九

買
換
え
と
は
、
夫
婦
各
自
の
固
有
財
産
の
売
却
か
ら
得
た

金
銭
を
も
っ
て
す
る
、
他
の
財
産
の
購
入
の
こ
と
で
あ
る
。
買
換
え

後
の
財
産
は
夫
婦
各
自
の
固
有
財
産
と
な
る
。
し
か
し
、

夫
婦
の

一
方
に
属
す
る
不
動
産
が
売
却
さ
れ
、
…
買
換
え
が
な
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
代
価
が
共
通
財
産
に
払
い
込
ま
れ
た
と
き
は
、
売
却
さ

れ
た
不
動
産
の
…
所
有
者
は
、
こ
の
代
価
に
つ
き
共
通
財
産
か
ら
の

先
取
控
除
（p

relev
em
en
t

）
が
認
め
ら
れ
る
」

一
四
三
三
条
）。
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そ
し
て
、

妻
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
共
通
財
産
が
不
足
す
る
と
き

は
、
夫
の
固
有
財
産
に
対
し
て
取
戻
し
を
行
使
す
る
」

一
四
七
二

条
二
項
）
こ
と
が
で
き
、
こ
の
債
権
が
、
二
一
三
五
条
二
号
ハ
が
規

定
す
る
「
譲
渡
さ
れ
た
固
有
財
産
の
買
換
え
」
か
ら
生
じ
た
債
権
で

あ
る73

）。
嫁
資
制
の
場
合
に
お
い
て
、
夫
が
妻
の
嫁
資
不
動
産
を
売
却
し
た

が
、
夫
が
買
換
え
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
妻
は
夫
に
対
し
て
そ
の

売
却
代
金
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
れ
は
法
定
抵

当
権
に
よ
り
担
保
さ
れ
る74

）。
こ
の
債
権
が
二
一
三
五
条
二
号
ハ
が
規

定
す
る
「
譲
渡
さ
れ
た
固
有
財
産
の
買
換
え
」
か
ら
生
じ
た
債
権
に

あ
た
る
の
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
（⇒
七
〇
）。

41
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
219,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°982,

p
.
86.

42
）

法
定
抵
当
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
妻
は
、

妻
の
権
利
及

び
債
権
」

二
一
二
一
条
）
の
存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（C
iv
.
16 ju

ill.
1817,

J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°851,

S
.
1819.

1.

40.-
A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
219

220,
tex

te et
 

n
o
te 16.

）。
そ
の
証
明
は
、
確
定
日
付
付
証
書
に
よ
り
な
さ
れ
る
必

要
は
な
い
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
220,

tex
te et

 
n
o
te 17.

）。
し
か
し
、
夫
が
破
産
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

妻
が

嫁
資
と
し
て
持
参
し
た
金
銭
及
び
動
産
、
又
は
、
婚
姻
挙
式
後
に
相

続
又
は
生
前
若
し
く
は
遺
言
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
金
銭
及
び
動
産

の
う
ち
妻
が
そ
の
引
渡
し
又
は
支
払
い
を
確・
定・
日・
付・
付・
証・
書・
に・
よ・
り・

証・
明・
し・
た・
も・
の・
」

一
八
三
八
年
改
正
商
法
五
六
三
条
一
号
）
の
み

が
法
定
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
219

220,
tex

te et n
o
te 18;B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
er-

ie et d
e L

o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°983,

p
p
.
87

88.

）。

43
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°982,

p
p
.
86

87 et n
°1476,

p
p
.
598

601.

44
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
V
,
510,

p
.
347;B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
er-

ie et d
e L

o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,

n
°1476,

p
.
600.

45
）

R
a
y
n
a
u
d
,
n
°125.

46
）

P
la
n
io
l et R

ip
ert,

t.
IX
,
n
°807,

p
.
167.

47
）

R
eq
.
15 ju

in 1842,
J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°689

4°,
S
.

1842.
1.
631;

C
iv
.
9 ja

n
v
.
1855,

D
.
1855.

1.
28,

S
.
1855.

1.

125.-
A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
221

222,
tex

te et
 

n
o
te 21;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,

n
°984,

p
p
.
89

90.

48
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
221,

tex
te et n

o
te 20;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

984,
p
.
90.

49
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1476,

p
.
598.

50
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°1476,

p
p
.
598

599.
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51
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°982,

p
.
86.

52
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°982,

p
.
87.

53
）

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

264
 
ter
,
p
.
221,

n
o
te
 
19;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

984,
p
.
88.

54
）

A
u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
p
.
220

221,
tex

te;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

984,
p
.
89.

55
）

オ
ブ
リ
ー
‖
ロ
ー
は
、
こ
の
類
型
に
属
す
る
債
権
の
具
体
例
を

示
さ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ー
ド
リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・

ロ
ワ
ヌ
は
、
一
八
①
に
挙
げ
た
債
権
を
、
こ
の
類
型
に
属
す
る
債
権

の
例
と
し
て
あ
げ
る
（B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°984,

p
.
89.

）。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
と
解
し

た
と
し
て
も
、
順
位
取
得
日
は
「
婚
姻
日
」
で
あ
る
（⇒
六
四
・
六

九
）。

56
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 bis
,
p
.
211,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°984,

p
.
89.

57
）

た
だ
し
、
妻
の
当
該
権
利
は
共
同
分
割
人
の
先
取
特
権
に
よ
る

保
護
の
対
象
と
な
る
（A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
221,

tex
te et n

o
te 20.

）。

58
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
221,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°984,

p
.
89.

59
）

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,h

ypoth
equ

es
,t.II,

n
°984,

p
.
89.

60
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
222,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°985,

p
.
90.

61
）

R
eq
.
27 d

ec.
1859,

D
.
1860.

1.
105,

S
.
1861.

1.
87.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
222,

tex
te et n

o
te 22;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

985,
p
.
90.

62
）

R
eq
.
19 a

o
u
t 1840,

J
.
G
.,
v
°P
riv.

et h
yp.,

n
°886,

S
.

1840.
1.
849.-

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
222,

tex
te

 
et n

o
te 23;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

e-

qu
es
,
t.
II,

n
°985,

p
.
91.

63
）

R
eq
.
16 m

a
i 1855,

D
.
1855.

1.
245,

S
.
1855.

1.
490;

C
iv
.

12 m
a
i 1875,

D
.
1875.

1.
347,

S
.
1876.

1.
77.-

A
u
b
ry et R

a
u
,

t.
III,

264
 
ter
,
p
.
223,

tex
te
 
et
 
n
o
te
 
24;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°985,

p
.
91.

64
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
223,

tex
te.

65
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
223,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°986,

p
.
92.

66
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
223,

tex
te et n

o
te 25;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

986,
p
.
92.

67
）

C
iv
.
29 a

o
u
t 1838,

J
.
G
.,
v
°C
on
t.
d
e m

ar
.,
n
°4202,

S
.

1838.
1.
769.-A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
223,

tex
te et
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n
o
te 26;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,

t.
II,

n
°986,

p
.
92.

68
）

C
iv
.
28 ja

n
v
.
1879,

D
.
1879.

1.
83,

S
.
1879.

1.
214.-

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

988,
p
.
93.

69
）

A
u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264 ter
,
p
.
224,

tex
te;

B
a
u
d
ry
-

L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°989,

p
.
94.

70
）

C
iv
.
29 a

o
u
t 1870,

D
.
1870.

1.
353,

S
.
1871.

1.
157.-

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

equ
es
,
t.
II,
n
°

989,
p
.
94.

71
）

共
通
制
の
妻
が
夫
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
し
た
と
き
は
、

妻
は
、
夫
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
保
証
人
と
し
て
債
務
を

負
担
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」

一
四
三
一
条
）
の
で
、
妻
は
、

法
律
が
保
証
人
に
付
与
し
た
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
が
破
産
し
た
場
合
又
は
支

払
不
能
（d

eco
n
fitu

re

）
に
な
っ
た
場
合
は
、
弁
済
前
に
主
た
る

債
務
者
に
対
し
て
補
償
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
三
二

条
）
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
由
の
発
生
後
に
夫
の
固
有
財
産
に
つ
き
順

位
配
当
（o

rd
re

）
が
開
始
さ
れ
た
と
き
は
、
同
じ
く
弁
済
前
で

あ
っ
て
も
、
妻
は
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
法
定
抵
当
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
順
位
配
当
に
お
い
て
な
さ
れ
る
、
妻
の

順
位
決
定
（co

llo
ca
tio
n

）
は
終
局
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
終
局
的

順
位
決
定
（co

llo
ca
tio
n
 
d
efin

itiv
e

）
で
あ
る
（C

iv
.
24
 
m
a
i

 
1869,

D
.
1869.

1.
276,

S
.
1869.

1.
345;

C
iv
.
26 ja

n
v
.
1875,

D
.

1875.
1.
52;

R
eq
.
11 ju

ill.
1894,

D
.
1896.

1.
113.

）。
ボ
ー
ド

リ
ー
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
‖
ド
・
ロ
ワ
ヌ
は
、
妻
は
仮
の
順
位
決
定

（co
llo
ca
tio
n
 
p
ro
v
iso
ire

）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ

な
い
と
す
る
（B

a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

e-

qu
es
,
t.
II,
n
°989,

p
.
94.

）
が
、
こ
の
部
分
は
、
単
な
る
誤
記
と
思

わ
れ
る
（C

f.
B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie et d

e L
o
y
n
es,

h
ypoth

e-

qu
es
,
t.
III,

n
°2570,

p
.
769.

）。
も
っ
と
も
、
終
局
的
順
位
決
定
後

に
妻
が
実
際
に
配
当
を
受
け
る
た
め
に
は
裁
判
に
よ
る
別
産
制
（⇒

七
）
が
認
め
ら
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、

妻
は
、
裁
判
に
よ
る
別
産
制
が
認
め
ら
れ
た
後
又
は
婚
姻
解
消
後
に

配
当
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
い
（A

u
b
ry
 
et R

a
u
,
t.
III,

295,
p
.

545,
tex

te et n
o
te 18.

）。
な
お
、
順
位
配
当
時
の
法
定
抵
当
権
の

処
遇
は
、
次
々
稿
で
詳
説
す
る
滌
除
の
さ
い
の
順
位
配
当
に
お
け
る

法
定
抵
当
権
の
処
遇
に
つ
い
て
の
準
則
が
、
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る

（G
a
rso

n
n
et,

t.
5,
n
°675,

n
o
te 6.

）。

72
）

R
eq
.
7 n

o
v
.
1848,

D
.
1848.

1.
241,

S
.
1849.

1.
122;

C
iv
.

15 m
a
i 1850,

S
.
1850.

1.
609;

C
iv
.
25 ju

ill.
1860,

D
.
1860.

1.

330,
S
.
1861.

1.
93;

C
iv
.
24 d

ec.
1860,

D
.
1861.

1.
71,

S
.
1861.

1.
538;

R
eq
.
9 d

ec.
1868,

D
.
1869.

1.
5,
S
.
1869.

1.
117;

C
iv
.

27 a
v
ril 1881,

D
.
1881.

1.
295,

S
.
1881.

1.
393;

R
eq
.
18 a

v
ril

 
1887,

D
.
1887.

1.
155,

S
.
1887.

1.
173.-A

u
b
ry et R

a
u
,
t.
III,

264
 
ter
,
p
.
224,

n
o
te
 
27;

B
a
u
d
ry
-
L
a
ca
n
tin
erie
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